
 

－１－ 

令和６年第７回永平寺町議会定例会議事日程 

（８日目） 

                          令和６年１２月９日（月） 

                          午前 ９時００分 開 議 

 

１ 議事日程 

  第 １       一般質問 

 

２ 会議に付した事件 

  議事日程のとおり 

 

３ 出席議員（１３名） 

   １番  中 村 勘太郎 君 

   ２番  長 岡 千惠子 君 

   ３番  川 崎 直 文 君 

   ５番  清 水 紀 人 君 

   ６番  金 元 直 栄 君 

   ７番  森 山   充 君 

   ８番  清 水 憲 一 君 

   ９番  滝 波 登喜男 君 

  １０番  齋 藤 則 男 君 

  １１番  上 田   誠 君 

  １２番  松 川 正 樹 君 

  １３番  楠   圭 介 君 

  １４番  酒 井 圭 治 君 

 

４ 欠席議員（１名） 

   ４番  朝 井 征一郎 君 

 

５ 永平寺町議会に説明のため出席した者の職氏名 

   町 長   河 合 永 充 君 

   副 町 長   北 川 善 一 君 



 

－２－ 

   教 育 長   竹 内 康 高 君 

   消 防 長   宮 川 昌 士 君 

   総 務 課 長   多 田 和 憲 君 

   財 政 課 長   原   武 史 君 

   契 約 管 財 課 長   朝 日 清 智 君 

   総 合 政 策 課 長   清 水 智 昭 君 

   え い 住 支 援 課 長   深 水 正 康 君 

   建 設 課 長   竹 澤 隆 一 君 

   農 林 課 長   島 田 通 正 君 

   防 災 安 全 課 長   吉 田   仁 君 

   商 工 観 光 課 長   江 守 直 美 君 

   上 下 水 道 課 長   勝 見 博 貴 君 

   福 祉 保 健 課 長   高 嶋   晃 君 

   住 民 税 務 課 長   吉 川 貞 夫 君 

   学 校 教 育 課 長   山 口 健 二 君 

   生 涯 学 習 課 長   吉 田 正 幸 君 

   子 育 て 支 援 課 長   池 端 時 枝 君 

   会 計 課 長   波多野 清 志 君 

 

６ 会議のために出席した事務局職員 

   議 会 事 務 局 長   清 水 和 仁 君 

   書 記   酒 井 春 美 君 

  



 

－３－ 
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（午前９時００分 開議） 

～開 会 宣 告～ 

○議長（酒井圭治君） 各議員におかれましては、お忙しいところご参集いただき、

ここに８日目の議事が開会できますことを心から厚くお礼申し上げます。 

   なお、本日、傍聴に来庁されました皆様には、傍聴心得を熟読され、ご協力い

ただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

   ただいまの出席議員は１２名で、定足数に達しております。 

   これより本日の会議を開きます。 

   議事日程は、会議規則第２１条の規定に基づき、皆様のお手元に配付してあり

ますので、よろしくご協力のほどお願い申し上げます。 

   議事に入る前に、町長から発言を求められておりますので、これを許可します。 

   河合町長。 

○町長（河合永充君） １つ訂正をお願いします。 

   第７回定例会開会挨拶の中で、観光について申し上げたところの訂正です。 

   まず、最初の文、読ませていただきます。 

   大本山永平寺の拝観者数は、新幹線開業後の３月以降、コロナ禍前を上回る数

字が続いており、令和５年以降、５年振りに年間入込み数が１００万人を超える

ことを想定しているところですという発言をしましたが、令和元年以降、５年振

りに町全体の年間入り込み数が１００万人を超えることを想定しているというふ

うに訂正をお願いしたいと思います。 

   文面で、大本山永平寺の観光客が１００万人というふうに誤解を与えてしまう

文脈になっていましたので、改めて、町全体の年間入込み数が１００万人を超え

るというふうに訂正をさせていただきますので、よろしくお願いします。 

○議長（酒井圭治君） それでは、議事に入ります。 

～日程第１ 一般質問～ 

○議長（酒井圭治君） 日程第１、一般質問を行います。 

   会議規則第６１条による通告を受けております。 

   初めに、７番、森山君の質問を許します。 

   ７番、森山君。 

○７番（森山 充君） 皆さん、おはようございます。７番、森山です。 

   もうすっかり寒くなりまして、私の住む農村もかなり冬景色になってきまして、



 

－４－ 

ちょっと今年は柿もほぼ全滅してしまって干し柿も作れないと。そういった状況

で、何とか漬物だけは漬けるようにと、そこら辺を考えている次第です。 

   ちまたでは、インフレの嵐、物価高の嵐という形で、吹き荒れておりまして、

例えばもう大分２年ぐらい前から、ガソリン代とか燃料についても高騰しており

ますし、今年はさらに米、令和の米騒動ですか、米の価格が非常に上がっている

ということなんで、割と生産者のほうはね、米価格高騰によって、うるおうとこ

ろもあるみたいなんですけど、消費者にとっては、なかなか厳しい時代が続くの

かなと。そういったところを考えている次第です。 

   消費者の方々ね、町民に一般に恐らく消費者だと思うんですけれども、その辺

の人たちが利用する、今回は町内の消費環境について、お伺いしようと思ってお

ります。 

   また、移住者ですかね、に聞きますと、結構、消費環境っていうのは、移住に

ついて考えるべき大きな要素になっているんだっていうお話もちょっと移住者の

集まりに参加したときに聞いてきましたので、その辺を含めて、まず最初は移住

のほうの質問をさせていただきたいなと思います。 

   えい住支援課、ワンストップサービス目指しているということで、１年半経過

した。大体２年近く経過したことになるんですけれども、そういったところで、

そろそろ何かしらこれといった成果が出てくると思います。 

   町では、このような形で、また計画の話をするんですけれども、ちょっと私こ

れ読みづらいんで、ちょっと聞き苦しかったら申し訳ないんですが、永平寺町ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略というものを策定しておりまして、今年度末に目

標の数値が示されているわけですね。これの計画も今年度いっぱいで終了で、新

たな計画になるというお話も伺っておりまして、新たな計画、どんな計画かって

いうのもまた後で教えていただければと思うんですが、内容はそんなに変わらな

いということも、ちょっと伺っておりますので、その辺ちょっと述べていただけ

たらなと考えておるんですけれども、そういったところで、えい住支援課が所管

する項目についても、数点この中で示されているみたいなんですね。 

   それで、今現状というのと達成の見込みについて、まずはお伺いしたいと思い

ます。 

○議長（酒井圭治君） えい住支援課長。 

○えい住支援課長（深水正康君） まち・ひと・しごと創生総合戦略の中で、えい住

支援課に関して、目標値を設定した施策は６項目あり、それらの現状と達成見込
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みにつきましては、次のとおりでございます。 

   基本目標２の地域資源を活用した安定雇用の創出におきましては、町外からの

企業誘致件数、目標値３件に対しまして、実績２件でございます。 

   また、今年におきましては、さらに企業進出に向けて手続を進めている案件が

１件、具体的相談を受けている案件が１件あり、現時点では未達成でありますが、

町内への企業進出は進んでいると認識しております。 

   基本目標３の永平寺町への新しい人の流れをつくるというところでは、移住定

住相談会への相談人数、目標値１５人に対しまして、実績は１１９人でございま

す。 

   定住補助制度利用による転入居者数、目標値、延べ７００人に対しまして、実

績は延べ８３８人でございます。 

   小規模宅地造成数、目標値２か所に対しまして、実績２か所でございます。 

   また、今年度から進めております永平寺口駅パークアンドライド駐車場跡地の

宅地造成につきましては、１１月末現在で、道路等の設計を実施しているところ

でございます。 

   空き家を利用した定住件数、目標値、延べ２０件に対しまして、実績は延べ３

３件でございます。 

   空き家相談会の開催数、目標値、延べ５件に対しまして、実績は延べ８件でご

ざいます。１１月末時点では、おおむね目標を達成している状況でございます。 

○議長（酒井圭治君） 森山君。 

○７番（森山 充君） 宅地造成のお話出ましたけれども、例えば宅地造成、もちろ

ん一戸建てっていう住宅も需要があるかなと思うんですが、集合住宅とか、そう

いったもののほうが多分、効果は大きいと。そういうふうに私考えているんです

ね。 

   その辺の集合住宅の面については、何かやる予定とか、やってきたものという

のはあるんでしょうか。 

○議長（酒井圭治君） えい住支援課長。 

○えい住支援課長（深水正康君） 移住定住施策を進める中では、移住される方の住

まいが必要になっているところでございますが、全国的に人口減少が進む中で、

住宅新築を目標に、目的に、宅地造成、分譲する手法と、今おっしゃいました空

き家を利活用する方法、どちらに重点を置いて業務を進めていくかというところ

は、これからの社会情勢や社会経済活動を踏まえて、検討をしていく必要がある
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と考えております。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 集合住宅につきましては、今、町の中の民間の方が、このえ

い住支援課では、ちょっと数値はつかめていないんですが、今、新しい、そうい

うアパートとかマンションの建築が今、活発に行われているというふうなお話も

聞いております。これは特に御陵地区、学生のまちですので、今新たにそのﾄｳｼ

が多いというのをこの前、御陵の皆さんとお話ししているときも聞かせていただ

きましたので、集合住宅、町側は町営住宅をやっていますが、これからの流れで

は、やっぱりそういう民間の方がやっていただく、そういった流れになるのかな

と思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（酒井圭治君） 森山君。 

○７番（森山 充君） 例えば、多分、空き家もさることながら、空き店舗とか、そ

ういったところも出てくるかなと。次の質問にもつながるわけなんですけれども、

そこら辺の活用、例えば移住者の方でも商売やりたいっていう方がいらっしゃい

ますので、そこら辺の対策っていうのも１つ必要なのかと思うんですが、そこら

辺はどうでしょう。 

○議長（酒井圭治君） えい住支援課長。 

○えい住支援課長（深水正康君） 一般の住宅について、空き家情報バンクというと

ころで登録できるようになっておりますが、その中でも空き店舗、空き工場など

も登録できるようになっておりますので、その中で登録して、皆様に情報共有、

情報提供をしていきたいと考えております。 

○議長（酒井圭治君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（江守直美君） 空き店舗についても、もちろん活用の方向でおりま

すので、今、商工会のほうで事業を受けていただいています、創業支援のそうい

う一体的な相談体制の中で、町内で空き店舗をということであれば、ご紹介をさ

せていただいております。 

   また、商工観光課のほうでも、空き家、空き店舗を活用した補助制度もつくっ

ておりますので、そちらのほうも活用いただけるように、そういうふうに進めて

いるところです。 

○議長（酒井圭治君） 森山君。 

○７番（森山 充君） このしごと創生総合戦略、今年で、今年度で終わりというお

話なんですけれども、来年度からまた新たな計画ができるということになるのか



 

－７－ 

なと想像はしているんですけれども、その中で今、えい住支援課が考えられてい

る何か新しいものとか、多分おおむね今この計画については達成できているんだ

というお話もあったようなので、その辺、新たにどういう展開になるのかという

のを教えてください。 

○議長（酒井圭治君） えい住支援課長。 

○えい住支援課長（深水正康君） 移住定住を進めるに当たりましては、これまで進

めてきた施策が重要と考えておりますので、おおむね現在の施策を進めていきた

いと考えております。 

○議長（酒井圭治君） 森山君。 

○７番（森山 充君） 今、ﾄｳｼ、大体、今年度やってきたことを次回の計画にもち

ょっと続けてやっていくというお話のという理解でいいということですね。分か

りました。 

   じゃあ、次の質問に移りますけれども、町内消費環境について、お尋ねしたい

と思います。 

   先ほど述べましたけれども、移住者の中で消費環境というのは、やっぱり気に

なるところで、例えば移住者の方に聞いても、８号線沿いに商店が集中していて、

そちらで買物をするとか、飲食店については、なかなか最近、町内でも減ってい

るという話があって、私の周りだけかもしれませんけれども、なかなか飲食店や

めてしまって次が出てこないというような店もあるみたいなんで、その辺が非常

に移住者なりね、観光客を獲得する上でも、非常に重要な要素かなと考える次第

です。 

   それらこれから充実を図っていくというお話が多分あるんじゃないかなと想像

するわけなんですけれども、そこら辺、今現状、施策の現状等々ともに、認識し

ている問題点と解決の方法を教えてください。 

○議長（酒井圭治君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（江守直美君） まず、町内の小売店、飲食店の動向について、少し

ご説明いたします。 

   経済センサスの調査結果でございますけれども、ここ１０年で小売店は４６店

舗減少、飲食店におきましては、変動がないという結果になっております。 

   しかし、商工会の会員数を見ますと、ここ５年で小売業は加入１６に対して、

廃業による脱退が１９。飲食業におきましては、加入２１に対して、廃業による

脱退１０ということで、ある程度、新陳代謝も行われているというふうな状況に
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ございます。 

   施策の現状でございますけれども、今、経営指導など、専門的な知識を有する

商工会が中心となりまして、創業支援、事業承継サポート、雇用対策などの事業

を行っていただいておりまして、町内の創業を促進するということで、行ってい

ただいております。 

   町としましては、このような事業実績を捉えまして、情報収集をしながら、事

業費の補助を行うという体制で、一緒に行っているところでございます。 

   商工会のほうでも聞き取りをいたしました見解でございますけれども、創業の

後押しをするという側面もありますが、創業後の安定的な経営支援にもつなげて

いるというところでございます。 

   創業した後も、創業を目指す参加者との交流が継続される仕組みの中で、町内

での創業を後押しがされていると、よいネットワークも生まれているというふう

に聞いてございます。 

   認識している課題でございますけれども、やはり社会構造的な要因としまして、

人口減少、高齢化による人手不足がございます。 

   また、最近の消費スタイルとしましては、ネットショッピングが増加している

というふうなことで、小売店におきましては、消費減少にもつながる課題となっ

ております。 

   また、永平寺町では、通勤・通学時に近隣市町での大型店舗での消費の割合も

高く、町内消費が妨げられているような現状もあるというふうに認識しておりま

す。 

   今後の方向性でございますが、そういう一方で、町内では、魅力的な店舗が増

えているということも事実でございまして、町中では、カフェ、飲食店、また門

前や酒蔵では、観光ニーズに沿った施設の改修、新たな施設も生まれているとい

うふうな現状もございます。 

   永平寺町は、人が暮らす場所としての一面もございますが、観光地として、

様々な人が絶えず流入してくるという一面もありますことから、今後の方向性と

しては、人口減少をなだらかにおさえ、かつ永平寺町の関係人口を促進すること

で、町内消費を増加させられるよう、商工会、町内事業所とも連携して、各種施

策を進めていきたいというふうに考えております。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 
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○町長（河合永充君） 何が問題か、やっぱりこの人口減少と社会ｿﾞｳﾀｲが変わって

きているというのが大きな課題だと思う。 

   じゃあ、町は何をしなければいけないか。今、大体、人口１人当たり、生活が

それで１３５万円ぐらい使うそうです。人口が１，０００人減ると、１３億５，

０００万円の消費がなくなる。それプラス、今ほど言いました永平寺町は、やっ

ぱり大きな市の隣にありますので、どうしてもそちらで消費が多い。これは経済

センサスでも、地元消費率が６割台だったかなというふうに思います。 

   そういった中で、じゃあどうしたらいいか。やっぱり今言いました関係人口、

交流人口、これを増やしていくことが大切だと思います。例えば海外の人が観光

で永平寺町に来てくれると、６人で１３５万円使うそうです。国内の人が宿泊で

大体そこの地に訪れると、二十数人で１３５万円使うそうです。日帰りですと、

六十数人で１３５万円使う。やっぱり使うということは、地域の商工業、地域の

商店、そういったところにお金が落ちることになって、また雇用が生まれて、先

ほどの投資が生まれるということですので、やっぱりこの町をにぎやかにするに

は、この人口減少社会の中では、交流人口、関係人口というものを、やっぱりし

っかり増やしていく。それが商工会の取組であったり、えい住支援課の企業誘致

とか、そういった取組も、そちらのほうにも波及していくということですので、

そういったしっかりと人口減少の社会の中で、じゃあどういうふうに維持するか。

しっかり数値を検証しながら、追いかけていきたいと思います。 

○議長（酒井圭治君） 森山君。 

○７番（森山 充君） 町長もおっしゃるように、恐らく消費の環境というのは、多

分、雇用の場でもありまして、そこら辺、非常に育てていかなければならんかな

と考えている次第です。 

   例えば、この商店なり、そういった小売店なり、飲食店に対して、制度資金み

たいなやつって何か使えるものはあるんでしょうか。 

○議長（酒井圭治君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（江守直美君） まず、永平寺町では、中小企業向けの融資制度、町

単独の郵政制度をつくっておりますので、それがやっぱり大きな基盤を支えてい

くような融資制度、その中で利子補給、保証料補給を行っております。そこがや

はり大きな基盤を支える。商工会としますと、今、先ほど言いました創業支援、

事業承継サポート、雇用対策補助事業、そういうことで、支えていただいており

ます。 
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   また、国とか県の補助メニューもございますので、そちらのほうのメニューを、

まずは事業所が商工会のほうにご相談に来て、経営指導員がしっかりそこの中で、

いろんな補助メニューを紹介しながら、事業所の課題に沿った、そういうふうな

支援というところは、きっちり体制が整えられているというふうに考えています。 

○議長（酒井圭治君） 森山君。 

○７番（森山 充君） 恐らくサポート体制も充実されているというお話なんですけ

れども、例えば今、人口減少っていうキーワードは非常によく出てきたところな

んですけれども、例えば買物難民とかっていうのは、・・・の場でもあるかなと

思って、私の集落にも、商店、割と充実しているかなと思ってはいるんですが、

移動販売が来たりして、結構お年寄りの方が利用されていると。そういったとこ

ろも見ているので、そこら辺ちょっと買物難民の実態、もし把握できていれば、

教えてください。 

○議長（酒井圭治君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（江守直美君） 時々やはり上志比地区とか、いろんなところでも、

買物難民の課題というところは、言われるところなんですが、今そのように民間

事業所が何者かお買物にこう連れていっていただけるようなバスを走らせてくれ

ていたり、車の中に物を積んで、こう来てくださったり、あとそういう車で注文

した商品を届けるというふうな仕組みが永平寺町内には、まだそういう事業所が

関わっていただいているという状況がございます。 

   そういう状況が本当に一切こう、なくなるという、やっぱり事業所におきまし

ても、ビジネスでされているというところもありますので、そういうところがな

り立たなくなってきて、そういう事業所が撤退するというふうな状況であります

と、やはり行政としても、真剣にそういう課題について、対策を立てていきたい

というふうには考えております。 

   今のところは、やはりまだそういうふうな事業所、それと今、総合政策課で行

っています町内をこう行けるような二次交通のオンデマンドの二次交通、そうい

うふうなところで、町民の足という、高齢者向けの足というところの対策も同時

に行っておりますので、ちょっとそこら辺も見ながら、また今後の対策というこ

とで進めていきたいと思います。 

○議長（酒井圭治君） 森山君。 

○７番（森山 充君） 今の話ですと、データ的にこういった人数出てるとか、そう

いった話は多分まだこれからというお話でよろしいですか。分かりました。 
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   じゃあ、私の話は終わりにしたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（酒井圭治君） 次に、１番、中村君の質問を許します。 

   １番、中村君。 

○１番（中村勘太郎君） １番、中村でございます。久しぶりに質問をさせていただ

きますけども、今回、初心に戻りまして、能登半島地震における教訓ということ

と、もう１点は、やっぱり今これからのシーズンに入りますｷｮｳｳﾝされておりま

す豪雪時の幹線道路の対応と、消雪の対応ということで、この２点について、質

問をさせていただきたいと思います。 

   まず、本年のね、元旦に発生しました能登半島地震、さらに９月２１日に発生

しました再び能登を襲った豪雨災害等により、亡くなられた方々に対しまして、

ご冥福をお祈り申し上げますとともに、復旧半ばで被災されました皆様方に、心

よりお見舞いを申し上げたいと思います。 

   それと、併せましてね、この災害に対しまして、行政、消防等々における緊急

援助隊とか豪雨災害による支援活動とか、各皆さんの支援に携わったということ

で、これも大変よかったなというふうに思っております。よかったなというのは、

この経験を得て、何かこれからのそういった豪雨災害による、そういった自然災

害による対応がスムーズに活動されればいいかなというふうにも思っているとこ

ろでございます。 

   さて、地球温暖化が進む中、大規模自然災害はいつ、どこで起こるか分からな

い状況でございます。 

   また、能登半島を中心とした豪雨災害では、避難の限界を目の当たりにして、

今後さらなる激甚化が予想される豪雨災害に対する避難の在り方を再検討しなけ

ればならないと考えさせられた次第でございます。 

   そこで、町民の生命、身体、財産を限りなく無事、無難に対応されるには、町

民とともに取り組んでいただけますよう、どのように考えておられるのかを質問

させていただきながら、また提案もさせていただきたいというふうに思っている

ところでございます。 

   それでは、１問目でございますけども、今現在、町が発令されている台風・豪

雨時の避難情報、警戒レベル４、避難指示におけるそれぞれの地域での避難場所、

指定避難場所は、果たして安全かということでございますけども、今さら何を言

っているんだと、ちゃんときちんと各区内で振り割りして行政は臨んでいるんだ

と、住民にもきちんと周知をしているところではあるというふうに自負している
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とも思いますけども、そこら辺を、この災害を得てですよ、踏まえて、能登災害

の自然、そういった豪雨災害を踏まえて、これから起こり得るであろう想定外の

そういったことが想定されるの、想定外ですから、想定されない、そういった被

害が、災害が発生する恐れがありますので、そこら辺のを踏まえて、これからの

あり方、こういうふうに考えていこうじゃないかというふうなことを一つお聞か

せいただければというふうに思っているところでございます。 

○議長（酒井圭治君） 防災安全課長。 

○防災安全課長（吉田 仁君） 町では、指定避難所として、２９の公共施設を位置

づけしてございます。そのうち浸水の危険性がある避難所は１２施設、土砂災害

の危険性がある避難所は９施設でございます。 

   避難所の開設につきましては、その時々の気象状況などを考慮し、安全である

と判断した施設を避難所として開設することとしてございます。 

   また、能登半島での、とかの想定外、能登半島では、避難所じゃなかった高校

を避難所としたりとか、あとビニールハウスなんかを避難所としている場所もあ

りましたので、そういったところも、対して、今後のそういった避難所の支援と

か、そういったことはしっかりしていきたいと思っております。 

   以上でございます。 

○議長（酒井圭治君） 中村君。 

○１番（中村勘太郎君） ２９か所、２１か所と、そのうちの２１か所で土砂災害の

避難場所が９か所というふうな想定をしていると。これについて、多いか少ない

か。要するに、ここはどことか、そういうふうに１本に絞っているのところでな

しに、・・はここ、かなりこれでは狭まれているなというふうには思っているん

ですけども、いろいろな災害規模、災害の状況がありますので、これは一概には

言えませんけどね、こういったことを考えていく必要があるということを僕は今

回こうでなけりゃいけないというんではなしに、今回の質問はね、焦点は、これ

からともに考えようと。もう少し、これで安心しているんじゃないよと。こうい

う２１、９つ、９か所があるから、これでいいんだよというようなことで、落胆

しているとは思いませんけども、失礼ですけどね。そのような考えでなしに、も

っともっともっともっと、こういうふうなときにはここかなというようなところ

がね、ことを、やはり望まれるんじゃないかなと、町民は。というように思って

おるところでございます。何かありましたら。 

○議長（酒井圭治君） 防災安全課長。 
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○防災安全課長（吉田 仁君） 今の２９施設は、公共施設というところ等ございま

すし、また永平寺町の地形等をこう考えますと、こういった箇所が、危険が、恐

れがあるところも指定避難所として指定しなければならないというところがあり

ます。 

   また、今、民間の業者もありまして、そこにちょっとお手伝いと言うか、協定

を結ばせていただいて、そこを一時の避難所ですけども、そういったところで、

今、五、六施設、そういったところでご協力いただいているところがございます。

そういったところも活用して、そのことは今の各地区で開かれている防災訓練等

でしっかりお示しをさせていただいて、周知してまいりたいと思っています。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） 中村君。 

○１番（中村勘太郎君） 今声が出ましたように、課長から声が出ましたように、今、

管内で五、六施設の民間でのそういった協定と言うんですかね、そういったこと

でお願いをしているところと。極めて重要なことだと思っているところでござい

ますけども、やはりそういったところを、災害になればね、自らそういうふうな

手を挙げて、民間であろうが、どこであろうが、そういうふうに対応されると思

いますけども、やはり通常から、平素から町民に対してね、そういったことがで

きるんだというようなつながり、きずな、そういったものを大事にして、膨らま

せていただければ、いいかなというふうに思っているところでございますんで、

一つよろしく、しっかりと、また広くね、今、五、六件でなしに、それを膨らま

させてね、町内どこでも行けるんだというようなことを、やはり対応していただ

けるように努力していただきたいというふうに思っているところでございます。

ありがとうございます。 

   次に、この前に、令和５年度の現地監査を行ったところの視察を行いまして、

ちょっと気がついたところなんですけども、各年度、各年、各区長のほうから、

豪雨災害に対する要望があると思いますが、そういった対応で、ここ補修してく

れ、改修してくれと、そういったことは多々あると思いますけども、計画どおり、

地区住民の希望に合った理解の下、成功されているのかなというようなことが、

ちょっと今、私の勝手な考えで今申しているわけですけども、こないだ現地監査

を行きまして、現地の状況を見ました。ここここを補修し、改修しましたと。そ

れは浅見地区でございました。浅見の河川でございました。 

   そこはきちんと直してあって、大変な工事になっているんだなと。よほどやは
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り幅を広げるのは結構難しく、やっぱりそこを掘って、水量を・・・流すという

ような対応しかできないのかなというふうに思った次第ですけれども、監査が終

わって、上のほうで、車の方向転換をするために、ちょっと広場がありますんで、

そこで見ましたら、その河川の上部は、この管轄が違うのかもしれませんけれど

も、町管轄でない、県管轄か、国か分かりませんけども、山からのおりた谷川の

河川が物すごく拡幅されて、工事がなされていると。それからのど元に出るほう

に関して、細くなって、町河川に、浅見の川に流れ出ていると。普通、河川って、

要するに・・・からだんだんだんだんだん広くなって、災害を防ぐと、未然に防

ぐというような工事で、考えでなされるというふうに思うんですけども、全く真

逆で、多く山の水を集めて、浅見と区内を流れる浅見川と言うんですかね、に注

がれるようにしてある。これはオーバーフローするのは当たり前ですわね。これ

は何たること、どういうことやと。 

   その工事を見ている浅見区の区民の方、また町民の方、ほかの町民の方等々も

見られていると思うんですけども、そういった意見、何か聞かれていませんかね。

何かありましたら。 

○議長（酒井圭治君） 建設課長。 

○建設課長（竹澤隆一君） 今、議員ご指摘のことにつきましては、河川管理につき

ましては、一応、県のほうの管理の、きちんとなっています。 

   今、地元からの要望ということにつきましては、そういったことは、現在聞い

てはおりません。 

   ただ、この災害、災害復旧におきましては、通常、上のほうから集まって、下

のほうがというのは、そこ、そういったことは、確認をしておりません。 

   ただ、こういう被災現場、こういった場合には、被災場所は管理区域によりま

して、国や県、それと連携しまして、いろんなすみ分けを行いまして、国庫補助

を受けられるものについては、補助金を受けて、災害復旧を行っております。 

   この浅見地区、こちらにつきましては、昨年の大雨によりまして、護岸が洗堀

されたということで、被災現場は道路の兼用護岸であったため、町で災害査定を

受けて、昨年中に復旧工事を行ったという形になっております。 

   今言われました上のほう、上部のほうが河川が広くて、下のほうが細いという

ことなんですけども、そちらにつきましては、県のほうでも、通常、上のほうは、

広い代わりに、河床までの、要するに河床断面が浅いということで、下のほうは

反対に狭くなっても深くなっているというような形で、水量的には、計算はされ
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ているものと思っております。 

   ただ、今後、上のほうの河川線形、そういったところも県のほうでいろいろ計

画は考えているものだと認識しているところでございます。 

○議長（酒井圭治君） 中村君。 

○１番（中村勘太郎君） まず、河川の改修工事の前に、なぜそのように、そこがそ

ういうふうに改修せざるような、になったかと。せないかんようになったかと。

これは護岸の老朽化が、またいろいろなことがあったかもしれませんけども、も

うそういったことで改修されたと、そういう被害があって改修されたということ

です。 

   今、課長が申し上げましたように、上流のほう、国、県のほうは、広くて浅い。

浅見の区内の今改修しているとこは、深く、今回は深く掘った。埋まれば、また

一緒なことだと思いますよ。埋まれば。専門が、そういう知識の下、どういうふ

うに考える、捉えるんですかね。そういったことで、それ住民から、私は住民か

ら声がなくても、私はそう思いますけども、素人ながら。 

   いや、これ今後、今これ今後想定外の豪雨になった場合のことを、そういうふ

うに思っているところでございまして、みんなそういうふうな河川は影響な

い・・・河川はそういうふうな考えで施工されるんですか。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） これ県に確認しますけど、県はしっかりとした設計と水の量

と水量を計って設計をして、工事にかかると思います。 

   ただ、本当に広くとか狭くとかというのは、下に流れる水量とかやっていると、

もう、というふうにやっていると思いますが、議会からこういった質問がありま

したので、一度、福井土木のほうに、間違いないかという確認をさせて、また議

会のほうに回答をさせていただきますので、恐らく県は、やっぱり設計、水量、

そこは設計の段階で綿密に計算をして、工事に入っていると思いますが、そうい

った心配の声があるということをお伝えさせていただきますので、よろしくお願

いします。 

○議長（酒井圭治君） 建設課長。 

○建設課長（竹澤隆一君） 今の今回の浅見の被災箇所につきましては、あくまでも

災害ということで、原形復旧という形のもとで工事をしております。 

   という形で、今、町の工事としましては、現計復旧でやっていますが、県の今

の河川の線形、そういったものについては、県もそういう水量計算をしながら、
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検討していると思いますので、その辺また確認させていただきたいと思います。 

○議長（酒井圭治君） 中村君。 

○１番（中村勘太郎君） 素人ながら、私の目から見てもね、同僚議員もおられたわ

けで、ちょっとこれは、ちょっと見た感じね、ちょっと怖いなというようなこと

のご意見が多かったもんでね、今こういう質問をさせていただいているんですけ

ども、失礼ながらね、質問をさせていただいているんですけども、本当に住民の

方から見りゃ、目の前のものがきれいになったんだから、これでよかったねって、

ありがとうね、行政さんって、そういうふうに思うかもしれませんけども、思わ

れるかもしれませんけども、やはりそこら辺の専門職、課長等々におきましては、

そういったことが起こらないよう、再び起こらないように、県のほうとね、コン

タクトを取って、より安全な方向で示されるようにね、お願いしたいなと思いま

す。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） また県に確認させてもらいますので、県のこの設計が誤りか

どうかというのは、まだこの場では判定できませんので、また確認して、今日早

急に確認して、議会のほうに県の見解を求め、・・・決して県が間違った方法で、

したというのは、まだ・・・そこだけは、まだもうしばらくちょっとお待ちくだ

さい。 

○議長（酒井圭治君） 中村君。 

○１番（中村勘太郎君） いや、私は今ね、県のほうの広げたね、町長、ありがとう

ございます。上流にある県の工事が、ずっとだんだんだんだん拡幅されて、して

いくんだろうかなと思ったんです。 

   しかし、あんなところでね、道路を狭めてする、できるわけにもいかんので、

どうなっているんかなという心配をしたわけでございますけども、そこの浅見区

の河川だけでなしにね、これが今後そういったところが多々あると思います。 

   ですから、そういったところをね、がまたそういうふうに起こらないように、

きちんとそういったことを、計画を持って、県とね、タックルを組んで進めてい

ただければというふうに思う次第でございます。よろしくお願いしたいと思いま

す。ありがとうございました。 

   次に、皆さんもご存じのとおり、この間の能登の９月の豪雨災害でね、もう新

聞、テレビ等々で、また現地での確認をされていると思いますけども、避難地、

被災者の、要するに１月の正月に地震災害で避難されている方々の避難場所、避
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難施設が９月の豪雨により、またそこが被災に遭った、豪雨災害で浸水したとい

うような報道が、また現地の報道が、もう痛ましく目に焼きついておるところで

ございます。 

   そういった面でね、この永平寺町に振り返ってみますとね、やはりこれから発

生するかもしれない地震、大規模地震災害、また豪雨災害、いろいろな災害に対

応して、各永平寺町内で仮設住宅を設置するようになる災害が発生するというふ

うに予測されております。そのときにおいて、住居を、仮設住居を設置する場所、

設置箇所、場所。それをいろいろと考えておられるとは思うんですけども、こな

いだの教訓でね、これをどのように今捉えているのか。改めなくてはいけないの

か、いや、それは災害によって異なりますけどね、そういったことを捉えて、行

政はどのように思っているのか。それを問いたいと思います。 

○議長（酒井圭治君） 防災安全課長。 

○防災安全課長（吉田 仁君） 応急仮設住宅の建設候補予定地につきましては、広

い敷地や二次災害への危険性、給排水施設などの勘案しまして、松岡地区では、

松岡総合運動公園、永平寺地区では、永平寺緑の村運動公園、上志比地区では、

上志比グラウンドの３か所を予定してございます。 

   緑の村運動公園と上志比グラウンドでは、全てのところにおいて、土砂災害特

別警戒区域、いわゆるレッドゾーンと浸水区域のどちらにも指定されてはいませ

んが、松岡総合運動公園については、敷地の１割程度が特別災害、土砂災害の特

別警戒区域、レッドゾーンと重複する部分がございますので、その範囲を除外し

まして、そこのエリアを指定して、応急仮設住宅の建設を検討しているところで

ございます。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） 中村君。 

○１番（中村勘太郎君） ありがとうございます。一部、ゆめパークのほうではとい

うところ、土砂災害が。それは状況を見ればね、そういうふうな箇所かなという

ふうに思っているところでございますけど、これ今聞いた緑の村とか、そこまで

考えなくてもいいのかもしれませんけども、グラウンドとかね、上志比村のグラ

ウンド、一般的に山ですわね。これもちょっとあれかなとは思うんですけども。

これより安全なところと言うとね、なかなか町内にはね、ないかなと私も思うと

ころでございますけども、これを聞いてね、町民の方もまたちょっと安心された

かとは思いますけども、そういった避難場所もそういう大事なところですけども、
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災害の授受、受け入れる側、例えば永平寺町が被災に遭ったというところで、県

内外からの支援、そういった活動の場所も、待機場所もなくてはならないと。例

えば勝山市が災害に遭った場合、重篤な災害になった場合、永平寺町は軽い、軽

傷で、避難が無難で済んだというふうなところで、今の状況では、大野地区にお

いては、そういった方面からね、は来れますけども、今、中部縦貫道路がこのよ

うな現状ですから、まだちょっとあれかなと、時間がかかるかなというふうに思

いますけども、永平寺町は、今は勝山のことを言って、が大事だということでは

ないですよ、永平寺町または福井周辺が、近隣が、坂井市がそういうふうななっ

た場合に、永平寺町は避難の状況が、災害の状況が無難であったと。・・・・・

であったというようなときに、ここに来る、全国からの支援隊が来るわけですね。

集中するわけですね。 

   こういった場合に、このここに、ここで例えば松岡中学校のグラウンドだとか、

そういったところにどこの隊をこういうふうに集結させると、活動するのはここ

だと。 

   また災害ボランティアの活動の総合支援、総合対策本部はここだというような

ことで、そこから福井県内に行動するというようなことなんです。永平寺町を守

るあれでない、今は。そういったところも考えていかなくてはいけないなという

ことを今、提案しているわけでございます。例えば、福井市が、永平寺町がそう

いうふうに発災になったと。身動き取れないと。そうすると、福井市はそういっ

たところから全部、坂井市も集中して、ここへ支援、応援に、救助活動やら、そ

ういった支援、ボランティア活動も来られると思います。僕はありがたい、ちょ

うどｵｳﾐﾉｶﾅﾒのようなところでございますんで、皆さん来られると、来やすい、

またルートがしっかり高速からもね、そういった道路が完成しておりますので、

ありがたいところかなというように思いますけども、その逆を考えた場合のこと

の授受計画、そういったものも考えておかなければいけないなというふうに思っ

ておるところでございます。お分かりですかね。何かございましたら。 

○議長（酒井圭治君） 防災安全課長。 

○防災安全課長（吉田 仁君） ちょっと１例を申し上げますと、南越前町との原子

力の２次避難所として、うちが指定されている関係がございます。そのときの今

の対策本部としては、今、松岡中学校のあたり、インターにも近いというところ

で、各避難所はそれぞれ町内散らばっていますが、対策本部としては、松岡中学

校ということで、そういった１例がございます。 
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   以上です。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） まず、何かが起きた場合、助け合いの、これがうまく機能す

るかどうかという話です。 

   今回の輪島、またいろいろな災害の中で、例えば消防は、もうその日に出ます。

これはやっぱり全国の消防が１つの体制となって、指示が来て出る。水道もそう

なんです、水道もそういう協会があって、水道車を、しかもあなたの町はどこど

こへ何日間行ってくださいっていう振り分けもしていただけます。 

   あと、職員の派遣、これについては、今回ですと、例えば福井県が珠洲のほう

へ、各市町の永平寺町からはこんだけ行ってください。 

   また、いろいろな、もう半年以上していますので、そういった中で、職員の支

援であったり、助け合いというのは行われます。 

   また、この近隣のとき、ここでは勝山、坂井、福井、これはふだんから連携が

取れておりますので、例えば勝山で水害があったとき、・・・・・があったとき

も、私のほうからも向こうの町長、市長のほうに電話して、何か支援できること

がないか、何でも言ってほしいということもお伝えしたり、また向こうのほうか

ら、こういったことできないかという、応援お願いしたいというお話も来ますの

で、それは連携の中でやっていくことになると思います。 

   ただ、ちょっと近隣が難しいのは、大きな被害、水害はまたちょっと局地的な

んですが、地震とかになりますと、大なり小なり、やっぱり影響が出る。それと

あと余震がありますので、全て隣の町に行ってしまう・・自分の町をひょっとし

たら守れなくなってしまうかもしれない。そういったこともしっかり考えながら、

連携とか、助け合いというのは、しっかりやっていきたいと思います。 

   それと、あと支援物資が運ばれてきたときには、今、先ほどちょっとありまし

たけど、民間との連携の中で、ﾌｸｲﾌﾞﾋﾝの駐車場に支援物資を、そこに一遍置か

せ、そこが違いので、置かせていただいて、そっから分配するとか、また御陵地

区のﾆﾎﾝｼｮｳﾒｲともやっていますが、災害があったときには、そういういろいろな

物資も使っていただければいいっていう、そういったのも言っていただいていま

すので、やっぱりふだんからの住民、先ほどおっしゃった住民と民間の皆さんと

の、やっぱり訓練であったり、連携であったり、町との、やっぱりやり取り、こ

れがいざというときに機能すると思いますので、またしっかりそれを心に置きな

がら、進めて・・・まだ終わっていないですけど、まとめて・・・よろしくお願
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いします。 

○議長（酒井圭治君） 中村君。 

○１番（中村勘太郎君） 町長、ありがとうございます。 

   それでは、しっかりそういったことも住民とともに考えて、捉えて、進めてい

ただきたいというふうに思っているところでございますので、よろしくお願いい

たします。ありがとうございました。 

   次、２問目の質問でございますけども、豪雪時、これから雪が降って大変だと

思いますけども、豪雪時の幹線消雪対応についてということでございます。の質

問をさせていただきたいと思いますが、今現在、町内の東西にまたがる幹線道路、

大きいものでは、中部縦貫自動車道、次に機能補償道路、これは国道４１６号線、

新国道４１６号線、それに旧国道４１６号線の町道、それにｷﾀ地区、勝山の北郷

から、ｺﾑﾗﾄのほうから走る、東に、西に走る鮎街道ですか、この４本の幹線道路

が永平寺町内に走っておるところでございます。中部縦貫自動車においては、聞

くところによりますと、来年４月めど、７月めどというふうにもお聞きしており

ますけども、若干これが令和８年度にまたぐというふうなこともあろうかとは思

いますけども、待ち遠しい限りでございます。 

   こういった幹線で、大変、永平寺町は恵まれているなというふうにも思います。

思っているところでございますけども、これからその幹線を利用した観光客、い

ろいろな商工、観光が盛んになればというふうに望んでいるところでございます。

期待をしております。 

   さて、そんな折に、この幹線、全幹線、全てに消雪をということを、これは今

から申し上げるわけではなしに、あるところからの区間が、どの幹線においても、

消雪がなされておらないということがございまして、と言うのは、その箇所は旧

４１６号線、国道。町道に至る北島鮎大橋、そこから西へ光明寺の地点までです

かね、が町道になっております。今町道ですけども、そこの間が、消雪がされて

いないと。あそこは本当に川風、山風がおろし上がってね、本当に冬期間はもう

アイスバーン状態で、ややもすると、溝がね、鉄道のレールみたいになってね、

深くなりまして、車の車両の往来がかなり難しくなると。と言うのは、１台は真

っすぐ、２車線が１車線半ぐらいになって、なるわだちができるんです。わだち、

タイヤの跡が、きちんとわだちができればいいんですけども、それが複雑ながた

がたのなるようなところで、大変、緊急車、救急車等々においても、あれですけ

ども、走りにくいと。また事故のもとになると。またそれが私も若いとき経験あ
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るんですけども、救急患者を搬送していて、そこのわだちに入りまして、そこで

一度止まると、もう上がれないんですね。要するに、車がもう次のレールからレ

ールに行けないというようなことになりまして、なかなかなかなか苦慮したこと

があります。 

   そういったことで、その幹線が消雪されていないというふうなところで、どの

４本の幹線が、これ以上の大雪になった場合に、どうだろうかと。孤立するとこ

ろが出るんじゃなかろうかというようなこと。こういったことが懸念されるわけ

でございますけども、今この町道になったときに、国道４１６、旧道が、旧４１

６号線になったときに、この話は検討されたって言うんじゃなしに、県とのコミ

ュニケーションはどう、話合いはどうなったんでしょうかね。消雪の設置とか、

または町に振り下げるから、町はこれだとか、こういう話は何かあったんでしょ

うか。ただすんなり中部縦貫道路ができ、機能補償道路ができたんで、これ

を・・・・・するだけでの話で済んでるだけなんでしょうかね。何かそういうふ

うな話があったんかどうか。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今年度、予算ついています、これ。県との話合いの中では、

県は周りに家がないと融雪はつけないという県の基準があります。 

   町としては、今お願いをしているんですが、なかなかやっぱりできない。 

   今、議員おっしゃるとおり、あそこの箇所は、やっぱりちょうど上志比と永平

寺の境目で、また吹きざらし、あとちょっと高くて、何か落ちているところがあ

るということで、じゃあこれはやっていこうかということで、今年度、請負額が

８００万円弱の請負額で調査費、もう調査をしております。 

   これに併せて、井戸を掘って、整備をしていくわけなんですが、やっぱり国の

補助金を頂きながらやります。社会資本という補助金を頂きながらやりますので、

調査結果を見て、計画的に進めていきますので、今年度の主要事業として、挙げ

させていただいておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（酒井圭治君） 中村君。 

○１番（中村勘太郎君） ありがとうございます、町長。ありがとうございます。今、

町長のほうから発言いただきまして、ちょっと安心したところでございますけど

も、本当に誰か声挙げんとどうかなと思って、私も今までちょっと気にはなって

いたんですけども、今そういったことで、町長が今おっしゃったように、調査費

用を持って、今臨むというふうなことを申しております。これが本当にね、実現
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して、消雪、そういった住民の安心の、得ればいいかなというふうに思います。

大事な幹線でございますんで、１本止まったら全部止まるようなところでござい

ますので、本当に前向きに取り組んでいただきますよう、よろしくお願いいたし

ます。 

   また、御陵地区のね、ｺﾏﾂ橋から医科大に向かった、あそこの幹線ですけども、

あの今、あの消雪は今のとこストップなんでしょうか。それとも今、工事、施工

の現状だけお願いしたいと思います。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） あそこは県の事業でしていただいている、この緊急道路、大

学、医学部につながる道ですので。 

   ただ、水、井戸を掘ったら水が出なかったということで、水を掘り直しをして、

ようやく水が出てきた。 

   ただ、まだ想定よりも、まだちょっと少ないんですけど、それに合わせてする

ということで、ちょっと工期、工事が遅れました。 

   今年度は、ちょっと今年度の冬は、ちょっと間に合いませんが、来年度の冬に

は間に合うよう、県もいろいろな想定を乗り越えて、今やっていただいておりま

すので、またご理解をよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（酒井圭治君） 中村君。 

○１番（中村勘太郎君） 本当に大きな予算で、県にも協力、お願いをして、こうい

うふうに実施されるわけでございます。本当に町長もご苦労をなさっている、担

当課長もね、本当に苦労なさっているところかとは思いますけども、町民の足と

なるところでございます。大事なところでございますので、一つよろしくお願い

したいと思います。 

   これで、私の質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（酒井圭治君） 暫時休憩します。 

   再開を１０時１５分、１０時１５分から再開したいと思います。よろしいでし

ょうか。 

（午前１０時０７分 休憩） 

────────────── 

（午前１０時１５分 再開） 

○議長（酒井圭治君） 休憩前に引き続き、再開します。 

   次に、１３番、楠君の質問を許します。 
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   １３番、楠君。 

○１３番（楠 圭介君） では、改めて、お疲れさまです。 

   本日、僕が３人目ということで、ここからが本日のクリーンナップかと思いま

す。僕の後ろに難しい先輩２人控えていますので、私のような若輩者はささっと

始めたいかと思います。 

   今回は、横断型プロジェクトということで、質問させていただきます。配布物

を見て、何人かの住民の方から、横断型プロジェクトって何と、問合せもありま

したので、まず質問の趣旨から述べさせていただきます。 

   行政の課題として、よく挙げられるものの１つとして、縦割りの組織体系であ

るため、横の連携がスムーズに取れないことがあると思われます。 

   本来は、複数の課にまたがっている問題を１つの課で受け持たざるを得なくな

り、その結果として、住民の方が何かを尋ねに来られた際に、担当課がはっきり

せず、たらい回しなんてことも、これまでにはあったのではないでしょうか。 

   これは、職員の質と言うより、組織の構造の問題であり、目の前に立ちはだか

る人口減少、少子高齢化、温暖化対策、地域活性化、担い手不足対策などは、極

めて多岐の分野にまたがっており、１つの課で対応することが困難であります。 

   そこで、今回の一般質問は、永平寺町役場で行われている課をまたいだ横断型

プロジェクトの現状と個人的に来年度以降の注目事業だと感じているこども家庭

センターや部活動の地域移行、そして民間事業との連携について、本日、幾つか

質問をさせていただきます。よろしくお願いします。 

   それでは、１つ目の質問です。あわら市では、横断型プロジェクトとして、３

０代以下の若手職員で構成されたＳＮＳ運営チームや部局にこだわらず、自主的

に参加できるＤＸ推進員などがあり、その成果として、日経新聞において、北信

越における自治体ＤＸランキングで１５８自治体中９位を取っています。 

   永平寺町において、課をまたいだ横断型プロジェクトというのは、現在どのよ

うなものがあるのでしょうか。 

   事業の立ち上げの目的や現在までの成果も併せて教えていただきたいと思いま

す。 

   なお、一覧表を事前にいただいております。数が非常に多いと思いますので、

情報共有が目的のプロジェクトに関しては、省いてもらっても結構です。 

○議長（酒井圭治君） 副町長。 

○副町長（北川善一君） まず、役場内の連携、各課の連携につきましては、日々の
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情報把握とか、情報共有として、情報共有会議というのを開いております。これ

は週に３回、朝一で、全部の課長が集まって、毎日の新聞だとか、テレビのニュ

ースなんかで見た、例えばほかの役場で、こういった新しい取組やったというこ

とを見たら、うちの役場ではどうなっているんやと、やらなくてはいけないんじ

ゃないかとか。ほかに不祥事があったとしたら、うちの役場は改めて注意喚起す

るとか。国とか県で新しい補助金ができましたっていうことを見たら、こういう

なのは、忘れないで取りにいかないといけないとかということを毎日じゃない、

週３回、情報を、各課が集まって情報把握、共有して、意見交換しています。 

   それと、あと毎週、庁内連絡会議というのを開催しています。これは町長に対

して、新しい制度の方向性だとか、今ある課題の対応策なんかを町長と協議する

場なんですけども、町長に挙げる前に、例えば関係する各課、例えば現場持って

る課題だと、建設課とか農林課とかえい住課だとか上下水道課が集まって、現場

持っている課が集まってやる会議、建設土木会議って言うんですけども、そのほ

かに民生会議とか教育会議とか、防災会議とか、関連する課が集まって、担当課

だけではなくて、いろんな目線で、視線で、まず議論して、町長に挙げるという

ことを基本で行っております。そういった土台があった上で、議員がおっしゃる

横断型プロジェクトにつきましては、お配りしたとおりなんですけども、大体、

大きいのから小さいのまでは６６あります。その中で１つ、例として挙げさせて

もらうとしたら、農林課の永平寺テロワール、これは農林課が中心となって、総

合政策課とか観光振興課、商工観光課が連携して、地元の人も交えながら、地域

の振興を考えていくという取組です。 

   議員おっしゃる成果につきましては、今年度、協議会を立ち上げまして、来年

度以降、計画つくって、具体的な事業を実施していくというような取組になりま

す。こういったのがいろいろあるんですけども、小さい役場ですから、そういっ

た担当課とか、担当者だけで物を考えるんではなくて、いろんな視点で考えてい

くのが重要かなと思っています。議員おっしゃるように、今、人口減少とか、少

子高齢化とか、いろんな課題も複雑で広範囲にわたるような課題になっておりま

すので、各課が引き続き連携して、それぞれの職員が持つ知識とか経験とか能力

を持ち寄って、行政課題に対応していきたいと考えております。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 私が就任したとき、やっぱりやらなければいけない中で、ど

ちらかと言うと、トップダウン、私と担当課の課長と担当者と、あと議会の皆さ
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んだけがずっと議論をして、ただ、それをすると、物すごいスピード感があって、

あれなんですが、ただボトムアップであったり、共有、今、議員おっしゃるとお

り、やっぱり縦割りでと言うよりか、やっぱり横の連携で、小さい役場ですので、

みんなで協力してやっていかなければいけない中で、じゃあどうしていったらい

いかって、始めていったのが、今の言う連絡会議で、連絡会議、もちろん私、今

も毎朝、数課集め、総務課とか政策課、財政課、総合政策課、契約管財課、毎朝、

朝集まって、全体的な指示であったり、これはどうしよう、また情報会議、管理

者かいで指示は出すわけなんですが、それ以前に、やっぱり横のつながりをしっ

かりしていこうということで、連絡会議、そしてより細かくやろうということで、

例えば建設ですと、農林、水道、建設、また必要であれば、ほかの課も入って、

今、建設課が抱えている課題をほかの課と共有して、いろんなアドバイスとか、

連携できるとこは連携してやっていくという、今そういった体制をして、構築し

ております。 

   いろいろ町も不祥事があるんですが、よそが不祥事があって、それをすぐほか

の職員がよそ、こういうのあったけど、うちの町、大丈夫かっていう指摘をして、

うちがしっかりまた調査をして、改善をしていく。なければそれでいいんですが、

そういったのをまた情報共有会議でやる。 

   こういうふうな土台をつくった中で、それぞれの事業の連携というものを、や

っぱりやっていくことが大事で、ただ若い人が集まってじゃなしに、ふだんから

いろいろ共有している中で、若い人が集まって、１つのプロジェクトに対して、

自分の課はこう思っているとか、自分、もちろん若い人たちの感性も大事なんで

すが、そういったのも持ち寄ってやっていくことによって、より効果的な効果が

出るなというふうに思っておりますので。 

   例えば、毎朝、情報共有会議とか、管理者会も毎週やっていますが、窓口での

ちょっと対応が悪かったとか、こういった苦情が来たというのも、すぐみんなで

共有して、じゃあどういうふうに改善したらいいのかというのも、都度都度、一

部の職員だけで話すんじゃなしに、課長会、そういう団体で話し合って、いろん

なほかの職員に伝えるようにというふうな体制を今取りながら、やっております

ので、その辺は、なかなかあれですけど、この、やっぱり横の連携というのは、

議員おっしゃるとおり、本当に大切な、この小さい役場だからこそ、そこをやっ

ぱり重点的にやっていかなければいけないなと思っております。 

○議長（酒井圭治君） 楠君。 
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○１３番（楠 圭介君） ありがとうございます。 

   多様化社会となり、今後ますますこの課をまたいだ事業やプロジェクトという

のが誕生することと思いますが、注意していただきたいのが、職員も限られた人

数で、毎日奮闘をしていただいていると思いますので、増え過ぎないと言うか、

増やし過ぎないことを意識していただきたいのと、また、これ決算成果表等でも

感じるんですが、この成果といった部分で、例えば人口規模が近い市町と比較す

るなど、この成果の整合性というのは、この、どのように取っているのかという

のをちょっとお聞きしたいんですけど、ちょっと通告にない質問なので、明確な

回答じゃなくても構いません。 

○議長（酒井圭治君） 副町長。 

○副町長（北川善一君） いろんな成果に当たっては、当然、近隣市町の取組だとか、

数値的なものを参考にしながら、それよりもいい、悪いとかっていうことを見比

べながら、考えるようにしております。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） そこはやっぱり率であったり、よくこれ議会の皆さんもそう

なんですけど、昨年と比べて減っている、増えているで評価するのではなしに、

おっしゃるとおり、近隣市町で、日本全体の状況の中で、人口減少だったり、い

ろいろなのは、どうなのかって、それを基に、じゃあどういうふうに推移してい

くのかっていうのが大事です。 

   その辺は、しっかり。 

   もう一つは、いろんな目標値、これが希望的観測な目標はもうやめよう、もう

現実プラス、努力したらどれぐらいで持っていけるかっていうことをしっかりし

ないと、おっしゃるとおり、だんだんだんだん仕事が増えていってしまう。増や

す政策と減っていくのをどうやってそういう社会を創っていくか。２つの何か矛

盾をした政策になっていってしまう。例えばなんですが、そういったことも、や

っぱり現実は、やっぱりしっかり受け止めて、それに対して、いつも職員に言っ

ているんです。増えた減ったじゃなくて、じゃあ何に比べて増えたのか減ったの

か。案件によっては、ほかの市町と比べる案件もあれば、過去と今を比べる案件

もあれば、いろんな形で比べる案件もありますので、それについては、しっかり

としていくということが大切ですので、そこはしっかり計画の中でも、そういう

ふうな意識を持って取り組んでおります。 

○議長（酒井圭治君） 楠君。 
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○１３番（楠 圭介君） ありがとうございます。 

   では、続きまして、来年度開設予定でもう話が進んでいます、こども家庭セン

ターについて、質問をさせていただきます。 

   現在、松岡地区、永平寺地区、上志比地区のそれぞれ設置されている子育て支

援センターは、永平寺町のホームページによると、未就園児の乳幼児と保護者が

楽しく遊んだり、情報交換したりできるところです。 

   また、子育ての不安、悩みに経験豊富な指導員がお答えしますというふうにあ

ります。 

   こども家庭センターと子育て支援センターは、どのようなすみ分け、役割分担

になるのでしょうか。ターゲット層の違いはどのようになるのか。 

   また、メインは子育て支援課の管轄になるのでしょうが、ほかの課との連携は、

どのような場面でを想定しているのか、教えてください。 

○議長（酒井圭治君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（池端時枝君） 子育て支援センターは、今、先ほど議員がおっし

ゃられたとおりなんですけども、未就園児とその保護者が気軽に集い、一緒に遊

びながら交流ができる場所となっています。 

   また、子育て相談や子育てに関する情報の提供、あと講習会を通して、地域の

子育て家庭を応援し、子育て家庭の孤立を防ぐことを役割としております。 

   こども家庭センターの役割については、妊娠期から子育て期まで、全ての妊産

婦と子育て世帯、子供を包括的に支援することを役割としております。こども家

庭センターも管轄は子育て支援課となりますが、保健センターの保健師とも連携

を取りながら、一体的に支援できるように取り組んでまいります。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） これ保健センターとの密な連絡が、連携ができるということ

で、今回、翠荘に持っていく。これ１つのメリットかなと思っております。 

   保健師さんも１階にいて、２階にこども家庭センターができて、これ今、福祉

保健課、子育て支援課、まだ、あと保健師とも話をしとんですが、例えば兼務事

例、子育て支援課と保健師のそこで兼務事例、これはちょっと今まだ現場の声を

聞かなければいけない。そういうやり取り。 

   あと、実は結構デリケートな相談とかも来ます。これについては、これまでも

教育委員会と連携を密にして、子供たちのいろいろな問題、家庭の問題、こうい
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ったとこに守秘義務が発生しますので、あれなんですが、ここは学校教育課であ

ったり、教育委員会が連携を密にして、これまでも行っておりますので、引き続

き子育ても健診から子供の成長のいろいろな悩みから、家庭での相談から、いろ

いろありますので、これはもうこれまでどおり、各課横断でしていきたいと思っ

ております。 

○議長（酒井圭治君） 楠君。 

○１３番（楠 圭介君） もう１問、質問をさせていただきます。 

   国が出しているこども家庭センターのガイドラインによりますと、要綱の中に、

地域資源の開拓とあり、抜粋すると、ニーズに対して不足している資源について

は、市町村や近隣市町に事業拠点のある社会福祉法人やＮＰＯ法人などを探索し、

市町村内における新たな支援の実施について打診し、担い手の発掘、養成を行っ

ていく必要があるとあります。 

   先日の全員協議で、病児保育の受入れに手を挙げていただいた町内事業者がい

るという報告があり、大変喜ばしいことだと感じていますが、子育てニーズに対

して、近隣市町と比べて、永平寺町に足りない、または劣っているというような

サービスはまだあるのでしょうか。 

   また、子育て、教育の分野において、現在は公が行っているが、町内や近隣町

に事業拠点のある民間事業者に業務を委託していくような構想はあるのでしょう

か。教えてください。 

○議長（酒井圭治君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（池端時枝君） 施設につきましては、様々な機能を持つ施設がほ

かにもございます。町レベルでの施設がちょっと難しい場合については、施設の

設置がある市や専門家のいる事業所などに委託をして、子育て支援に支障が出な

いように心がけております。 

   また、町内や近隣市町に事業拠点のある民間に業務を委託するような構想はあ

るのかというご質問ですけども、事業によっては、業務を委託することも考えて

おります。町内にできる事業所がない場合に限り、町外の事業所にお願いをする

ことになります。 

   今回こども家庭センターが設置することになりますので、２つの事業について、

委託を考えているところです。地域資源については、こども家庭センターが開始

してから連携できるところはしっかり連携を取ってまいりたいと思っております。 

   以上です。 
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○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 弱いところ、これ実は保護者の皆さんとお話していると、病

児保育がやっぱり福井に預けるときには、もう申し込むと、すぐ１０分で、もう

締め切られてしもて、なかなか預けられない。仕事に行くのが大変だっていうの

をずっと聞いておりまして、何とかと思う中で、こうやって１つの事業者、来年

度計画で去来年度オープンを目指して、町もしっかり支援していくということが

できるのが１つ大きな点と、もう一つ、これは何とかと思っているのが、例えば

もう松岡地区の幼児園の子供たちが、やっぱり園がいっぱいになって、ちょっと

遠くの園へ行っていただかなければいけないという案件が出てきています。 

   これって、裏を返しますと、増やしたくても、ちょっと先生の関係とか、いろ

いろありますので、今弱いとか、そういったのではなしに、この幼児園の、やっ

ぱりこのあり方って言いますか、今から先生が減ってくる、また人口の動態も変

わってくる中で、しっかり受皿をしっかりしなければいけないというのが今１つ

の弱点とか、そう・・・課題かなというふうに思っておりますので、また前に進

めていきたいと思います。 

○議長（酒井圭治君） 楠君。 

○１３番（楠 圭介君） ありがとうございます。 

   ２０２３年４月に、現在のこども家庭庁が立ち上がりました。これまでは子供

の貧困や少子化対策は内閣府、保育所での児童虐待が起きたら厚生労働省、学校

でのいじめ問題は文部科学省などのように、年齢や担当省庁によって管轄が分か

れていました。 

   しかし、１つの側面から問題を捉えることが難しくなってきており、縦割り行

政を解消すること、イコール問題対応の一元化っていうのがこども家庭庁の立ち

上げの背景にあるようです。 

   今回質問をさせてもらったこども家庭センターには、永平寺町におけるこども

家庭庁として、しっかり役割を果たしていただきたいなというふうに思います。

期待しています。よろしくお願いします。 

   続きまして、部活動の地域移行に関する質問です。 

   スポーツの県内先進地として知られる鯖江市に先日視察に行かせていただきま

した。鯖江市では、学校地域連携推進コーディネーターという肩書を持ち、部局

にとらわれず、学校、スポーツクラブなどの地域クラブ、総合型地域スポーツク

ラブなどの民間事業者との間に入り、部活動の地域移行を円滑に進めるかじ取り
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役の存在が大きいというふうに感じました。 

   １０月の新聞記事に、スポーツ庁が２０２６年度から平日でも地域移行を推進

する案を示したとあり、国は改革推進期間、準備期間として示していた２０２５

年までの３年間に続き、２０２６年からの６年間を改革実行期間と位置づけ、平

日と休日を通した部活動の改革を後押しするというような記載がありました。 

   ここで質問なんですけど、永平寺町における部活動の地域移行のかじ取り役は

現在どこが担っているのでしょうか。 

   そして、新聞記事にもあった内容は、すなわち部活動は事実上廃止になるとい

うような見方なのか。仮にもし部活動が廃止となった場合、永平寺町におけるス

ポーツ全体のかじ取り役や管理業務の管轄は全てスポーツ協会になるというよう

な見解でよろしいのでしょうか。教えてください。 

○議長（酒井圭治君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（山口健二君） まず、１つ目のかじ取りはどこかっていうご質問で

すが、部活動の地域移行に関しましては、教育委員会が主体となりまして、また

町のスポーツ協会などと協力しながら、責任を持って進めているところでござい

ます。 

   ２つ目の部活動の廃止に関しましては、その後、国からとか県からとか、具体

的な情報はまだ示されておりませんので、引き続き動向を注視してまいりたいと

思っております。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） 楠君。 

○１３番（楠 圭介君） ありがとうございます。今後やっぱりこうスポーツのかじ

取り役っていうのが結構かぎになってくると思うんですけど、これちょっと事前

に通告ない質問ですみません、そもそも論になるんですけど、永平寺町スポーツ

協会の将来的な展望っていうのは、誰がどういうようにこれ考えているのかなと

いうふうにふと思いまして、国のスポーツ庁の話をしますと、スポーツ庁は２０

１５年に文科省のスポーツ行政全般を担う専門機関として設置されました。スポ

ーツに関わる行政の司令塔的な役割を持ち、スポーツ施策を総合的に進め、様々

な機関や業界と連携をしながら、日本をスポーツで元気にする役割であると、ス

ポーツ庁ウェブ広報マガジンにも記載があります。 

   将来的には、この永平寺町スポーツ協会が国で言うところのスポーツ庁のよう

な役割を担っていくというイメージでよろしいんでしょうかね。 
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○議長（酒井圭治君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（山口健二君） まず、将来的に部活動が完全に学校から離れた場合

は、クラブ化した場合になるんですが、その場合には、スポーツ少年団と同様の

扱いになりますので、社会教育の位置づけとなりますので、生涯学習課とか町ス

ポーツ協会が主体になるということで、ご理解いただければと思います。 

○議長（酒井圭治君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（吉田正幸君） スポーツ協会の将来像につきましては、今、議員が

おっしゃったとおり、国で言うスポーツ庁のような形になっていくと思います。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） スポーツ協会、私も前回、長をしていたんですが、どちらか

と言うと、例えば住民の皆さんが求めているスポーツの普及であったり、そうい

ったのは積極的にやっていただく。しっかり町がサポートして、していこう。 

   行く行くと言うか、これはどうなるか分かり、ちょっと規模があったりするん

で、越前市とかは、もう法人にして、収益事業とかもやっているスポーツ協会と

いう形があったり、ただ越前市のような人口も規模もありませんので、なかなか

収益は難しい。じゃあそこの部分を、じゃあ町がしっかりサポートして、スポー

ツを通してのまちづくりっていう形で、町民の皆さんに主体性を持ってやってい

ただこうというのがスポーツ協会の位置づけです。 

   そこにはしっかり支援をしていく。例えば今ブルーサンダーの企業版ふるさと

納税の１割はスポーツ振興に使わせていただくということで、例えば振興のお金

の振り分けの一部を、じゃあスポーツ協会の皆さんに、町のスポーツのためには

どうしたら使い道があるかというのを、ちょっとお話をしていただいたり、そう

いうふうに考えていただくっていう形を取っておりますので、またご理解よろし

くお願いしたいと。 

○議長（酒井圭治君） 楠君。 

○１３番（楠 圭介君） ありがとうございます。 

   では、ちょっと部活動の地域移行の話に戻りますが、現在の部活動は教員が無

償で指導をし、基本的には学校の体育館やグラウンドを使っているため、場所代

もかかりません。これが地域に移行していくと謝礼が発生します。負担が増えれ

ば、困窮家庭の子供がスポーツや文化の活動を諦めてしまう可能性もあります。 

   ちなみに、先ほど述べた鯖江市では、中学校単位で総合型地域スポーツクラブ

があり、生徒全員が自転車で練習会場に移動できるような環境にあるようです。 
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   土日の地域移行だけでも送迎なので、一部の保護者から悲鳴が上がっていると

いうふうに聞きますが、今後スクールバスなどを利用した練習会場までの移動な

どの活動支援は考えにはあるのでしょうか。教えてください。 

○議長（酒井圭治君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（山口健二君） まず、スクールバスにつきましては、学校の統合に

よりまして、遠距離通学になった児童が時間内に安全に登下校できるように運行

することを目的としておりますので、まずこの運行を最優先にということで考え

ております。 

   また、現在のスポーツ少年団などの送迎支援は行っておらず、ほかのクラブ活

動とか習い事に参加している子供たちがいる中で、土日の地域移行クラブに対し

てのみ、送迎支援を行うということは、不公平感を生じさせる恐れがあると考え

ております。 

   以上の点につきまして、何とぞご理解いただきたいなと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（酒井圭治君） 楠君。 

○１３番（楠 圭介君） ありがとうございます。 

   これは、個人的な見解です。先ほど町長も、様々な考え方ややり方あると述べ

られたとおり、スポーツ協会を役場と切り離して独立させるという方法も１つの

やり方ではあると思いますが、ただスポーツ庁が文科省の中にあるように、スポ

ーツを社会教育の一環と捉え、教育委員会管轄で学校の再編などとともに、こう

ランニングコストを考慮しながら、部活動の地位移行を機に、スポーツ環境とい

うのを再構築していくという方法も考え方としてはありではないかと思います。 

   今後とも、様々な考え方、やり方あると思いますので、国の動向を見ながら、

どうか慎重に進めていただけたらなと思います。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 永平寺町では、まず公民館活動を町から公民館の館長とか主

導でやっていただくように、ここ数年かけてやってまいりました。 

   結果的に、国のほうから表彰状をいただいたり、地域の活発にやっている方が

積極的にやっていただくことによって成果が出てきている。 

   このスポーツ協会についても、スポーツに携わっている方の視点で進めていっ

ていただいて、もちろん先ほどから申し上げていますように、教育委員会、公民

館もスポーツ協会もしっかりと町、教育委員会が支えていくという。 
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   自主的に、この町にあったやり方で進めていただく。もちろんほかの市町のい

いところも視察に行っていただいたり、取り入れていただくことも大切ですが、

一つ一つ、今進めていく。 

   その中で、今スポーツ少年団とか、地域移行のあり方とか、いろいろ今出てき

ておりますので、１つのおっしゃるとおり、転換期を迎えているかなとも思いま

すし、このスポーツに対する、ちょっと、を使ったまちづくりというのも大事か

なと思っておりますので、またしっかりと取り組んでいきたいと思います。 

○議長（酒井圭治君） 教育長。 

○教育長（竹内康高君） 国が求めている、文科省が求めているのは、要は運営、各

事業、運営団体がっていうような形でやっていますが、本町におきましては、な

かなか運営団体というのが今ない状態だと今認識しておりまして、結局やはり学

校、行政、それから地域、それから保護者の方が三位一体って言うんですかね、

そういう形での、やはり新しい、今、町長も言いましたけども、本当に本町でで

きることを精いっぱい考えていきたいと。・・・スポーツだけではなくて、やは

り文化活動、吹奏楽部であるとか、美術であるとか、そういうところをスポーツ

も含め、文化活動も含めて、そういったところで今、公民館であるとか、いろん

なところの地域の資源を使わさせていただきながら、そして永平寺町ならではの

地域移行というのを今、目指して頑張っていきたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） 楠君。 

○１３番（楠 圭介君） ありがとうございます。町長の話にもあったように、現場

の声は本当に一番大事にしていただきたいなと思いますので、どうにか現場の声

聞きながら、永平寺町に合った形というのをつくっていただきたいなと思います。

よろしくお願いします。 

   続いての質問に移ります。 

   内閣府の令和６年度のアクションプランとして、分野横断型・広域型ＰＰＰ／

ＰＦＩの推進とあります。 

   分野横断型・広域型ＰＰＰ／ＰＦＩとは、インフラの老朽化が進展する中、少

ない財源、人材で対応していくために、各地方公共団体での取組だけでなく、ほ

かの地方公共団体、自治体と連携して、公共施設の集約化、共同利用や長寿命化

に取り組むことが効果的であるという考え方です。 
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   しかし、実際は合意形成や利害調整に責任を持つ主体が不明確で、意見の集約

や役割分担が困難であり、大変、難易度の高いプランであることは間違いありま

せん。 

   しかしながら、民間の力をまちづくりにどう融合させていくかが、今後、大き

なポイントであり、むしろソフト面よりもハード面において、その力が必要では

ないかというふうに感じます。 

   昨年の３月の定例会にて、官民連携事業について質問をさせてもらい、ＰＰＰ

／ＰＦＩなどの計画は今のところないという、そのとき答弁受けました。あれか

ら１年半が経過した今、先ほどの他市町との連携も含めての考え方、教えてくだ

さい。 

○議長（酒井圭治君） 契約管財課長。 

○契約管財課長（朝日清智君） 現時点におきましても、ＰＦＩの実施に該当する施

設整備はございませんので、検討は行っておりません。 

   ただ、今後、施設の建て替え、改修など、整備計画を作成する時点で、ＰＦＩ

手法を含めた様々な事業手法の検討を行うことが適切な公共サービスを維持する

ために必要であるというふうに、引き続き考えてまいります。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） このＰＦＩ手法も十数年前からある手法でして、例えば永平

寺の禅の里温泉、あれＰＦＩ方式、ＰＦＩではないんですけど、方式でやってい

て、そのときにいろいろ議論、またそっから制度もより使いやすくはなっている

んですけど、これまず事業規模がそれなりにやっぱり大きくないとできない。な

ぜかと言うと、相手方が・・１億円、２億円の事業ですと、・・民間とか相手方

が、やっぱりそこに収益がないと乗ってきませんので、できないというのもあり

ます。 

   やっぱりこれは事業規模がある程度大きくなって、もう一つは、相手の民間企

業がそこで収益を上げられるかどうかっていう、乗ってくるかどうか。これが大

事かなと思います。 

   一方、ＰＦＩではないんですが、例えば組合で、永平寺のこういったパソコン

を共同購入、福坂広域圏で共同購入したり、ごみの処理をみんなほかの市町と一

緒にやったり、あと、これ今やっているのかな、財務省と合同共用、今もやって

いるんか。北陸財務局やな、福井事務所じゃない、北陸財務局と、例えば紙とか
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そういったものを共同購入して、少しでも安くできないかとか、そういった取組

もしています。 

   ただ、あんまり共同購入してしまいますと、今度、地元のお店もしっかりやっ

ぱり購入しなければいけないというのは、やっぱりそこら辺のバランスというの

も大切にしながら、今何々買っているんだっけ、紙だけを買っていますが、そう

いったいろいろなバランス感覚を持ちながら、やらせていただいていますので、

ほかの市町との連携とは、例えば広域圏とか、そういったものがあれなのかなっ

て思います。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） 楠君。 

○１３番（楠 圭介君） ありがとうございます。 

   先ほど、民間の力をまちづくりにどう融合させていくかという話をしましたが、

民間の力を今後、最大限に発揮していこうと思うと、やはり行政と、こう民間の

間に入る橋渡し役みたいなポジションが必要になるのではないかというふうに思

います。 

   現在、永平寺町の副町長は、県から来られている北川副町長であり、その前は

永平寺町の職員であった山口副町長でした。 

   先日のアメリカ大統領戦後、トランプ氏がイーロン・マスク氏を政府効率化省

の指揮を取らせることを発表し、話題となりました。 

   県でも、今年７月から、副知事の２人体制を実施しています。 

   永平寺町も、副町長を２人体制とし、それは男性とか女性とかではなく、２人

のうち片方を民間で実績があり、コンサルティングサービスに長けた行政の色に

全く染まっていないような人物を据えてみてはどうでしょうか。 

   これまでの枠にとらわれず、民間の力も含めて、広く柔軟に物事を考えられる

人材がいたら、特に長期的な構想を考えるに当たって、町に大きなプラス要素に

なることが考えられます。 

   また、人事面において、民間の会社でもそうですが、人数規模が少ない組織ほ

ど、職員一人一人に、いろんな分野に対応できるスキルが必要となります。新卒

採用で１から育てるよりも、一定期間どこかの会社で働いていて、何かの分野に

おいて、一定のスキルを持った中途採用者を今後どう生かしていくか。それが人

事採用の今後の大きなポイントとなると私は思っているんですが、副町長のポス

トに民間肌の人材がいれば、中途採用者を民間での経験を最大限に生かせるよう
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な環境へ進化させる足がかりになるのではないかというふうに感じます。 

   答弁、非常に難しいと思いますが、何かあれば。 

○議長（酒井圭治君） 総務課参事。 

○総務課参事（・・・・君） では、お答えします。 

   令和５年度の総務省調査によりますと、全国９２６町村のうち、副町村長が２

名以上就任している自治体というのは、１０団体でございます。 

   率にしますと、約１％になります。 

   人員、人口、財政規模ともに小さい団体におきましては、財政的な制約や事務

量の関係から、副町村長に複数名就任いただくよりも、その分の人件費で一般職

員を配置し、行政サービスの充実を図る傾向にあるのではないかと推測しており

ます。 

   議員がおっしゃられるとおり、民間経験というのは非常に大事なものだという

認識でおりますので、民間経験のある一般職員の意見もいろいろ伺いながら、施

策のほうに反映できるように考えていけたらと、現在努めてまいります。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） まず、役場の仕事、９０％以上が行政事務です。これは地方

創生とか、そういった中で、やっぱり民間の声っていうのがあって、前松本町長

のときは、松本町長は県の職員から町長になられました。そのときは民間からの

副町長で、後からまた県からの副町長という形で、そういった体制でやっていま

した。 

   私は、どちらかと言うと、民間からの町長ですので、まず最初の頃、最初は、

やっぱり役場の事務、ここをやっぱりちょっと分からないところもありましたの

で、サポートしていただくという点で、役場の職員からなっていただいた。 

   そして、ときがたって、今度やっぱり県との連携であったり、県との情報共有、

こういったもののために県から来ていただいたということです。 

   おっしゃる、民間のそういう活発な、いろんな意見を取り入れて、まちづくり

の中、これ実は副町長じゃなくて、例えばエキスパートの方を、今いろいろな国

の補助金がありますので、例えば観光に、そういった方に来ていただいて、そこ

をしていただく。 

   副町長になりますと、民間で活躍された方が来ていただいても、ひょっとした

ら、そこの部分だけが活躍されていて、違う部分は全くちょっと素人と言ったら
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失礼ですけど、そういったの、なりますので、そういった点では、事業ごと、観

光なら観光とか、福祉なら福祉とか、そういったところで、民間の方を活用する

ということは、考えられるのかなと思います。 

   今、国もそういった人材を送るのに、今いろんな補助制度とか、支援制度もあ

りますので、議員ご提案いただきましたので、もう一度そういった民間のそうい

ったのをできないかというのを調査して進めていけたらなと思います。 

○議長（酒井圭治君） 楠君。 

○１３番（楠 圭介君） ありがとうございます。 

   以上で、私の質問は終わりです。 

   最後に、２０２４年を振り返ってですが、今年は元旦から石川県能登地方を震

源とする地震、そして翌日には、羽田空港において、日本空港の旅客機と海上保

安庁機の衝突という悲しいニュースからスタートした１年でした。 

   来年のえとは蛇です。蛇にはネガティブなイメージもありますが、脱皮をする

たびに、表面の傷が治癒していく、たくましい生命力があり、再生のシンボルと

も言われています。 

   今年、心に大きな傷を負った方々の心が来年少しでも再生し、希望を持てる１

年になることを願い、締めの言葉とさせていただきます。すみません、がらにも

なく、くさいことを言いました。 

   では、以上を質問とさせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（酒井圭治君） 次に、８番、清水憲一君の質問を許します。 

   ８番、清水憲一君。 

○８番（清水憲一君） 清水憲一です。よろしくお願いします。 

   本論入ります前に、先日、鷲頭福井県副知事が来られて、講演されました。そ

のとき、その同時刻に私は永平寺町消防団、機能別団員の学び直しみたいなこと

で、鳴鹿山鹿のほうで訓練をさせていただきました。当日３０名ほどの元団員が

集まって、実地訓練をしました。昔からのなじみの顔なんですけども、ﾅｶﾑﾗ元消

防長のもと、しっかり鍛えられた団員ばかりですので、全員が訓練クリアしまし

て、立派な講習会となりました。こちらは。宮川消防長におかれましても、しっ

かり活躍できる部隊ですので、存分に使っていただけたらと思います。ご報告さ

せていただきます。 

   これ参加することによって、私もやはり組織において、それを構成する人数と

言うか、人材の確保っていうのは非常に大事なことなんだなということを改めて
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感じるところでありました。そういうことから、今回１つ目として、若手の人材

を確保するために、若手役場職員への待遇改善ということを挙げさせていただき

ました。 

   ２０２４年１１月２９日付のハローワーク福井の求人情報におきまして、本町

の一般事務４名募集と掲載されておりました。昨年来、調理師、保健師、そして

保育士と、これが不足しているという報告が議員のほうにもありまして、なかな

か補充が効かずに職員不足が慢性化しているように見受けられます。 

   まず、本町における最新の求人募集の状況について、お知らせください。 

   また、もし不足状態であるならば、それを解決するために、それに向けた案が

あれば、お示しください。 

○議長（酒井圭治君） 総務課参事。 

○総務課参事（・・・・君） では、申し上げます。 

   事務職におけます町村会が行います統一試験の状況を少し申し上げます。 

   昨年度４名採用予定のところに２２名の申込みがございました。 

   今年度は、当初５名採用予定のところに１８名の申込みと。約２割程度、申込

み時点で減っている状況にございます。 

   その上、受験の辞退も出ますので、想定以上に少なくなっているという印象で

ございます。 

   対策といたしましては、地道に求人活動を行って、採用を進めていくことと職

場環境をできる限りよくしていくというような地道な活動が一番効果的であると

考えております。中途の退職者が出ないように、対応を続けていきたいと考えて

おります。 

   以上です。 

   それと、ご質問にありました１１月２９日の求人の件でございますが、今、一

般事務、若干名の予定としまして、募集をかけているところですけど、本日付で

９名の申込みが今出ております。 

   来年１月中旬で締め切らせていただきまして、２月に試験を行わせていただき

ます。 

   もう一つ、１１月２９日締めで締め切らせていただいて、１２月に試験を行い

ます保育士、学芸員、それと保健師の今、試験がございます。 

   保育士のほうは、３名、今申込みがございます。 

   保健師は１名、学芸員は５名です。 
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   学芸員は若干名、保健師は１名、保育士はもう少し、３名でもまだこちらの定

数には、想定数には足りていませんので、引き続き、今ほど申し上げました１月

中旬締めの事務職と併せまして、再追加の募集を今かけております。 

   以上でございます。 

○議長（酒井圭治君） 清水憲一君。 

○８番（清水憲一君） そうしますと、人材派遣会社にお願いして、職員を派遣して

いただくっていうところについては、まだ引き続き、出し、なのか、一応埋まっ

たので、もうそこはなしにしたのか。そのあたりはどうなんでしょうか。 

○議長（酒井圭治君） 総務課参事。 

○総務課参事（・・・・君） 今のご質問、１２月の補正予算でも挙げさせていただ

いた仲介手数料の件かと思いますが、保育士の仲介手数料につきましては、人材

の紹介ですね。保育士を町が募集しているので、そこに求職をしている方とのマ

ッチングを企業がしてくれて、成約をしたら年収ベースでマージンをお支払いす

るという格好になります。 

   ですから、派遣ではないんですね、まず。 

   もう一つ、今、先ほど申し上げました３名の、１１月末時点の応募が３名あっ

たんですが、まだ三、四名不足しておりますので、ここについて、今の人材紹介

を通じてやるのか、今１月締めの再追加の募集をかけておりますので、そこで満

たせるのか、今後ちょっといろいろ様子を見ながらという格好になろうかと思い

ます。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 人材派遣のそこで、やっぱり支払うよりも、なるべく自前で

採用したいという思いがありますので、・・お話ししました１次試験を免除する

とか、いろいろな政策を、ただ国家資格は持っているのが条件とか、そういうふ

うに、試験の在り方自体も変えていって、人のそういう募集をしていただくやり

方をしていきたいなと思っております。 

   会計年度職員が正職の試験を受ける率が低いので、働き方の中で、自分たちの

働きながら会計年度職員の位置づけが求めているのか、ただ、いろいろな、そう

いった１次試験とか、いろいろあるので受けていないのかというのは、またちょ

っとこれは１回それをちょっと柔軟に対応することによって見ていきたいなと思

うところもありますので、町としても、まずできることを１つずつやっていって、
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ただ住民の皆さんに何か先生不足で大変なことになるのは避けたいので、一応そ

ういった形で予算は持たす、人材派遣の成功報酬は、予算は持たせていただいて

いるというのが現状です。 

○議長（酒井圭治君） 清水憲一君。 

○８番（清水憲一君） ありがとうございます。 

   取りあえず、一時しのぎと言うと、おかしいですけども、何とかつなぎ、つな

いでいるということは確認できましたんで、穴が開かないように、しっかり今の

現役の職員の人たちに負担がかからないように、引き続き努力のほうお願いした

いと思います。 

   それは今、目先の話でありまして、本題といたしましては、今の世の中の人材

不足、その中で、どうやって本町の職員として来ていただけるのが継続して行わ

れるかっていうところについて、お話をさせていただきたいと思います。 

   今、国におきましては、一般企業に対しまして、給与の大幅アップを要請して

おり、それを受けて、企業もそれを受けるように、今年の春闘におきましては、

満額回答、それ以上のところも出てきておりましたが、そういう回答が並びまし

た。 

   引き続き、国は上げていくようにと、給与を継続的に上げていくようにという

具合に要請していますので、大手はしっかりと継続的な賃金アップを行っていく

と思います。 

   一方、官におきましては、民の伸びやね、それを確認した上での給与アップと

いうことになりますので、どうしてもタイムラグが生じまして、さらに民と比べ

ると、伸びというのは多少おさえられているように見受けられます。 

   新型コロナが明けまして、国においても、日本の経済をデフレ環境から脱却す

る、させるために、例えば来年開催の大阪万博のように、積極的な投資が行われ

ております。それをすることによって、逆に資材が高騰したり、人件費の高騰な

どを引き起こして、低金利が続く中において、円安傾向が継続していて、様々な

輸入品の価格が高止まりし、燃料代も上がり、海外からの外国人労働者も今まで

のように日本を仕事をしに行く国として選ばなくなりつつあるというのが今の現

状であると私は理解しております。 

   なかなか民間におきまして、高騰分を価格転嫁しづらい状況にはありますけど

も、人材確保のために人件費のアップをやらざるを得ない。それをしないと、廃

業につながるということもありまして、多少、銀行から借り入れしても支払って
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いくとか、同じｲﾄﾍﾝの仲間では、やはりもう諦めて、畳んだというところもあり

ます。 

   ２０２４年、人事院勧告におきまして、月給で１万１,１８３円プラス２．７

６％アップとしております。２０２４年、大企業におきましては、プラス５．２

５％、中小企業におきましては、プラス４．５％で、令和６年度物価上昇率、前

年比３．２％アップということで、民におきましては、物価上昇分を吸収してい

るという具合に思われますが、今の人事院勧告の数字を見ては、賃金アップが物

価上昇に追いついていないということは、もうニュースの中でも挙げられており

ます。このままでは官を志望する人はどんどん減る一方で、補充も効かずに、現

役職員への負担は増すばかりだと考えますが、若手職員を途切れなく採用し続け、

次世代の課長を育てていくのは、行政トップの大変重要な仕事だと考えます。場

当たり的な対応ではなく、安定的な組織の運営のため、待遇改善、つまりは給与

の大幅アップと、年齢で逆転されないように、ある程度、若い世代の幅を持たせ

た給料のアップ、現役職員に対しても、給与のアップ、どうやったら選ばれる仕

事場になるのか、どうやったら職員のモチベーションが上げられるのか。それが

マネジメントする皆さんの仕事と考えますけども、いかがでしょうか。 

○議長（酒井圭治君） 総務課参事。 

○総務課参事（・・・・君） では、申し上げます。 

   令和５年度のラスパイレス指数、全体の給与水準のお話でございますが、県内

の状況で言いますと、市町全体の平均が９７、町全体の平均が９２．６に対して、

本町は９３．８と、県内の町の中では最も高い水準となっております。 

   また、今後お示しする予定の給料表の改定でございますが、こちらは若手職員

を中心として、大幅な見直しをする予定でおりますので、若手の待遇改善という

のは、相当進むものと考えております。 

   現在の求職者は、多様な価値観により、職業選択をしつつも、給与水準にも満

足ができなければ、職場として選定をしていただけないという傾向にありますの

で、国、県の給与改定に準じた水準の見直しは着実に進めながら、できる限り、

超過勤務時間を圧縮するなどして、その他の職場環境も含めて、選ばれる職場づ

くりを進めていきたいというふうに思っております。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今ラスパイレス等、町の中では、やっぱり一番高い給与水準
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ということですが、周りが全部、市ですので、なかなかそういった比べられる対

象が市になってしまうのかなとも思います。 

   ただ、市と町と、やっぱりこれは国の方針で、給与表とか違ったりしますので、

国のほうも、やっぱり市、町、村、関係なしに、同じ水準で見てもらえるような

対策が必要かなというふうに思います。 

   それと、永平寺町は、これ何度も申し上げていますが、町民１人当たり、公務

員が最も多い町なんです。これは事務、消防、給食、幼児園、全て公で賄ってい

る中でです。 

   一方、事務職は一番少ない状況、一番、下から２番目やったかな、一番下か。

事務職が実は少ない状況なんです。 

   おっしゃるとおり、給料もできればもっと出したいっていう思いはありますが、

行政は、じゃあ給料を上げて収益を上げることができるかと言うと、なかなか収

益は上げることができない。じゃあどこで賄うかと言いますと、限られた一般会

計であったり、特別会計の中、これは町民の皆さんの税金であったり、交付税で

あったり、いろいろな中で振り分けていく中で、じゃあ今何をしなければいけな

いか。根本的にどうしなければいけないか。どういうふうに効率化に持っていか

なければいけないか。じゃあ民間に任せるとこは民間に任せなければ、こうやっ

て言いますと、すぐ町長な民間にしようという話も出ますが、ただ、これはそう

いった問題じゃなしに、今、議員がおっしゃる幼児園とか、いろいろなとこの民

営化の話では、だけではなしに、トータルで考えた場合、じゃあどうしなければ

いけないかというのは、やっぱりしっかり議論をしていかなければいけないなと

いうふうに思っております。 

   これはもう数字で、先ほど楠議員のお話もあったように、もう数字で実は出て

おりまして、永平寺町の経常経費もこれ県内ではトップクラスに高い。これもう

人件費が重くのしかかってきているというのがあります。 

   決して、公立を否定するのではないんですが、近隣市町を見て、どういった部

分が民間でやってて問題ないのか。じゃあ近隣市町はなぜそこを民間でするのか。

もしくは統合をするのか。いろいろあると思いますが、そこをやっぱりしっかり

して、新しい、常に新しい体制と言うか、ここを求めていくことが大事だと思い

ますので、議員の皆さんもそういったいろいろな視点で、私たちも積極的に議員

の皆さんに、今、町がやろうとしていることを問いかけておりますが、そういっ

たいろいろな視点で、もちろん施設を大切だ、公立が大切だという視点も、僕は
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大事だと思います。 

   ただ、いろいろな視点で、建設的に、この前もありましたが、頭を柔らかく、

私たちも柔らかくしていきますが、柔らかく、やっぱり次の世代にどういうふう

に結びつけていかなければいけないか、今の社会状況が一時なのか、それともこ

れからずっと続くのか。こういったことをしっかり見据えながら、また私たちも

議会のほうにいろいろな提案をさせていただきますので、またいろいろなお話を

聞かせていただければなと思います。 

   ただ、今、議員も危機感を持たれているように、町も今、危機感を持っており

ますので、積極的にいろいろな提案をさせていただきたいなと思っております。 

○議長（酒井圭治君） 清水憲一君。 

○８番（清水憲一君） ありがとうございます。 

   ちょっと私ごとなんですけども、秋口、同窓会が幾つかありまして、そこで今

の会社の状況なんか、いろいろ聞きまして、新しい知識を得ることができました

んで、少しお披露目したいかなと思います。 

   新卒３年以内の離職率、約３０％というぐらいには、もうかなり前からも言わ

れていますけども、私らの頃は、会社やめますとかと言うと、やはり人事の方が

一旦、引き止めっていうことをやります。二度、三度やられる方もいますし。っ

ていうのは、時代遅れと言いますか、今どき、もう企業はもうそういう離職に対

しては、ある程度、寛容と言いますか、割と認める。よそへ行って、キャリアア

ップして、また５年後、縁があったら来てねという具合に送り出しているという

こと、話を聞いて、もうすっかり目からうろこと言うか、もうそういう時代にな

ったんやなという具合に思っております。 

   ある会社によると、もう退職金制度自体がなくて、退職金をもう最初の給与に

上乗せして、額面を大幅にアップして人を呼び込むというような会社もあります。

それなんかも、もう最新の話かなと、僕としては思ったんですけども、いかにし

ていい人材を素早く取るかと。陣取り合戦じゃないけど、人取り合戦というのを

必死でやっているようです。 

   それを行うことによって、人材の流動化、これは活発に行われて、今現時点で

は、たたき上げでは３割、中途採用が７割というような感じの会社が、大手です

けども、そういう感じみたいです。そういう具合に、どんどんどんどん新し

い・・が入ってくることで、職場も一定程度の緊張感、フレッシュ感を持った中

での仕事ができますし、会社としては、いい効果が生まれてくるんだろうなとい
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う具合に感じました。とにかく今年、日本を訪れた外国人観光客がインタビュー

で、日本はパラダイスだというような発言をされて、こんな円安にもかかわず、

安くて、こんだけおいしいものが食べられる、本当に天国のようなとこだという

具合に言ったんですから、それはある意味、私からすると、屈辱でしかなかった

んですけども、早く世界レベルの給与にするために、民間は動くと思います。そ

れに負けないように、行政のほうもしっかり給与アップをしていかないと、人材

確保に遅れを取ると思います。これが今、少子高齢化、人口減少の中では、それ

が一定程度、落ち着くまでは、継続して行われる状況だと思いますので、そこら

は心してかかっていただきたいと思います。何かあれば。 

○議長（酒井圭治君） 総務課参事。 

○総務課参事（・・・・君） お答えになるかあれなんですが、先ほど申し上げまし

た１２月に試験を予定しております保育士、保健師、学芸員、先ほど９名応募が

あったというふうに申し上げました。 

   そのうち、新卒に当たられる方はお一人です。残りは全て職歴ありの方で、中

途採用と言いますか、そういった方に当たるかと思います。 

   これも１つ、議員がおっしゃられたように、職場の流動性と言いますか、これ

が高まっている効果の１つではないかというふうに考えます。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 最近、考え方・・・最近は新卒の方よりも、民間で勤められ

て、この永平寺町役場を選ばれる方が結構増えておりまして、そういった点では、

永平寺町役場も選ばれている。 

   また、中途採用で来られた方の離職率って言いますか、転職率というのは、物

すごくやっぱり低い傾向にもありますので、そういった点で、まだ違う、東京と

か、ほかの役所へ行かれるという理由で退職される方もいますが、逆に民間から

永平寺町役場へ受けられる方、今、最近ちょっと肌感では、半分以上は民間から

の中途採用、途中から来られる方が多いのかなとも思っています。ちょっと先ほ

ど楠議員の答弁で、ちょっと答弁忘れが、ちょっと今思い出したんですけど、そ

ういった点で、１回、民間を経験して、入ってきている方が、またそういった民

間の経験を生かしたやり方をしていただいているのもあって、助かるなと思って

いる点も多々ありますので、永平寺町役場が一番人気がないのじゃなしに、来て

くれるときもあるというのは、またご理解をいただきたいと思います。 
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○議長（酒井圭治君） 清水憲一君。 

○８番（清水憲一君） ありがとうございました。引き続き頑張っていただきたいと

思います。 

   では、次２番目、指定管理者制度は本当に効果的なのかということで、させて

いただきます。 

   来春、道の駅の指定管理が満期となって、せんだって、次の５年に向けての選

定作業がなされたということ、その結果が報告いただきました。 

   業者はＺＥＮコネクトということでありますけども、それは前任のきらりが吸

収した親会社ですから、同じ人が引き続きやられているという具合に認識してお

ります。 

   遡ること１年前、５年間の期間が過ぎる１年前に評価をするという規定であり

ますので、１年前、道の駅の評価を指定管理者評価委員会において行いました。

その中の委員の１人であったわけなんですけども、その中で小さな話なんかもし

れないですけども、電気代の高騰対策として、今後、太陽光パネル設置を考えて、

電気代の抑制を検討していただきたいという具合に意見をそのときつけて、最終

的な委員会の結果も議会のほうに報告はあったかと思います。 

   そこらのところが今回、選定委員会で出された事業計画の中身の中に反映され

たのでしょうか。お伺いします。 

○議長（酒井圭治君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（江守直美君） まず、来期の事業計画の中には、太陽光パネルの導

入ということは、見込んでおりません。 

   太陽光パネルの導入の検討におきましては、以前そういうふうな選定委員会、

評価委員会でいただいた意見を受けまして、町と包括連携を提携しています北陸

電力株式会社に相談をさせていただきました。 

   そのところ、パネル等の初期費用と、やはり附帯設備など、継続的な更新費用

を合わせますと、費用対効果は望めないというふうな回答をいただいたところで

ございます。 

   もちろん、次期指定管理の基本方針、運営に、指定管理の基本方針におきまし

て、管理運営経費の削減には努めることを求めております。 

   指定管理者からは、申請計画の中で、効率的な経営を基本に、節電を心がけ、

経費削減の徹底を図るというふうにいただいているところでございます。 

   以上です。 
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○議長（酒井圭治君） 清水憲一君。 

○８番（清水憲一君） この前ありました予算決算委員会の資料、そこの中で、本庁

舎の電気料が載っていました。参考資料として。令和３年で２２万５，７２４キ

ロワット、５３７万円何とか。単価に、単純に割ってしまうと、基本料、何も考

えずに、単純に割ってしまうと、令和３年、２３．８円、令和４年で３０．３円、

令和５年で３２．５円っていう単価です。 

   仮に、地球上で同緯度、ほぼ同緯度でありますから、３２．５円で今の太陽光

パネルやりませんかという具合に、一般の方に募集をかけたら、まずやります。

１０年前、私やったのが、フィットで３６円です。３２円っていうのは、物すご

くいい値段だと私は思います。今現時点は１０円です。それでもやる事業者はい

ます。だから北電がコスパ悪いですよって言うのをそのまま真に受けるっていう

のは、行政としては、そこらは検証はされたんですか。もうそれを丸々信頼して、

それに乗っかったんでしょうか。 

   ちなみに、北電は恐らく太陽光はやってほしくないと。競合他社という認識は、

一部あると思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（酒井圭治君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（江守直美君） 北電からもそういう回答をいただいておりますのと、

あともう一つ、すみません、以前、総合政策課のほうでも、そちらのほうは今度

カーボンニュートラルの観点から、８つの公共施設、サンサンホールとか、いろ

んな公共施設につきましても、検証しているデータも、商工観光課としてはいた

だいておりまして、やはりその数字を見ましても、太陽パネルのパネル代と、や

はりそれに附随する設備とで見積りもそのときいただいておりまして、それと今

後削減できる電気代を見ていきますと、やはり３０年または、施設によっては５

０年以上とか、ちょっとそういうふうな結果もありましたので、ちょっとそこら

辺も併せて、見ているところでございます。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） 清水憲一君。 

○８番（清水憲一君） 今、私の生のデータですけども、３６円で売買した場合に、

全て売上げを返済に回せば７年でペイできます。 

   ちなみに、余裕見て、私は１０年で今年の夏終わりました。手元に金は残りま

した。っていうのが現状です。 

   前も言われました庁舎の上に、これはやっぱり建物の構造計算もろもろありま
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すから、そこのところは一定程度、考えていかなあかんなという具合に思います。 

   でも、例えば道の駅であれば、南側のところには、恐らく相当数のパネルが置

けると思います。平地に。 

   ですから、相当、電力量をおさえることが可能だと私は考えますけども、それ

は民間の知見の１つとして、お伝えしておきたいと思います。 

   民間の知見を利用するために、指定管理者をっていう制度を設けたのではない

かと思いますけども、ちょっとそこらは、考え方がうまく伝わらないのが歯がゆ

いという感じをしております。 

   続けます。永平寺町指定管理者制度運用ガイドラインの冒頭部に指定管理者制

度を導入することにより、民間のノウハウやアイデアを活用することで、住民サ

ービスの向上と行政コストの削減を図ることが目的ですという具合に書かれてい

ます。 

   民間であるならば、電気代高騰している、これに対して、直ちに何かしら、そ

の原因を追及して、対策を打つはずです。それをやらずに、放置しておいたと言

うと、語弊がありますけども、それは最初考えてなかったから、そこの足の出た

分は町が補塡してくれるであろうという、ある意味、民間ではない考えがそうい

う行動をさせたのではないでしょうか。ただ委託するだけの事業であって、さす

がだなと言わせるだけ、運営においてのノウハウ、アイデアがあったのか、お聞

かせください。 

○議長（酒井圭治君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（江守直美君） 今現在やっていただいております株式会社きらりに

おきましては、民間事業者ということで、今、令和２年から令和７年までやって

いただいておりますが、その状況で行きますと、きらり株式会社の見解をちょっ

とお聞きしますと、まず電気代高騰について、節電に十分注意を払っていると。 

   他の店舗等では、やはり電気代高騰に合わせて、電気、蛍光灯とかですよね、

を間引くなどしているところもある中で、道の駅のイメージを損なわないよう、

また冷暖房の調整でサービスの低下につながらないよう、細心の注意を払って運

営をしたと。 

   節電には限界があるので、収益でカバーできるよう前向きな努力を行ったとい

うふうなことを回答いただいています。 

   今言いました令和２年から令和７年までの指定管理におきましては、コロナが

ございましたので、収益が３割以上減収をしている年度もございます。 
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   また、近年、電気代も高騰いたしまして、また物価高騰と併せますと、大変厳

しい期間であったというふうに町としても感じているところでございます。 

   指定管理者が申しましたとおり、ＳＮＳや新聞、テレビ等での情報発信を行っ

ていただきまして、レストランや物販販売、イベントの開催など、経営努力で収

益向上に取り組んでいただきまして、町からの追加の補塡はなしということで、

今現在の期間は行っていただいている実績を見ますと、こちらのほうは、やはり

民間事業所の経験、ノウハウで乗り切っていただいたというふうに町は感じてい

るところでございます。 

○議長（酒井圭治君） 清水憲一君。 

○８番（清水憲一君） ありがとうございます。私、電気のほうが専門なんで、どう

しても電気のほうばっかり言ってしまうので、恐縮なんですけども、評価委員会

の評価に当たって、私も何度か道の駅行かせていただきました。ちょうど暑い中

でありまして、あそこの入り口にそっと入ったんですけども、不用意に入った、

まずは物すごく暑い夏に行ったんですけど、不用意にふっと入ったんですけども、

ふわっと扉が開いた瞬間、中の冷気が一気にばっとう吹き寄せてきまして、一歩

後ろへたじろいたんですね。これはもう全然飾ったあれではなくて、本当にその

ぐらい勢いのある冷気が一気に吹き寄せてきたんです。ということは、建物の中

は、またリセット、クリアであったかい状況になっているということで、これは

いかんなという具合に思ったんですけども、そのまま中入っていって、そうする

と、今度はそれを冷やさなきゃいけないから、中の業務用のエアコンがもうフル

稼働やね、音からすると、もう目いっぱいで回っていると。果たしてこれで持つ

んやろかっていうような感覚でした。 

   っていうことで、太陽光パネルで電気料を抑制するというような考えを当初持

っていたんですけども、いや、そうじゃないなという、逆に。例えばえい坊館で

入り口はダブルになっているんですね。入り口手動で中、自動、逆かな。そうす

れば、一定程度、空気をためておける。一気にはき出さないという状況が作れて、

それは電気代抑制、ひいてはもうエアコンの負荷を下げると。長持ちするという

ことにつながるんだろうという具合に思いまして、あそこはもうシングル、道の

駅はシングル、１枚ですので、ここをダブルにすれば、多少評価は高まるんじゃ

ないんかなという具合に思いました。 

   そういう中、この前、富山のほうに視察行ったんですけども、お昼ショッピン

グセンターで昼食取るときに、入り口が三重扉やったんですね。物すごいなと思
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いまして、感心したのは、多分、私だけだったんだろうと思いますけども、そう

いうことも考えていかれたら、それをどう評価するのは難しいかもしれませんけ

ども、電気代の抑制につながって、さらには今のエアコンの長寿命化につながる

だろうと思っております。 

   余談ですけど、道の駅禅の里指定管理運営業務仕様書っていうのが７月２２日

付の全協資料の中に入っておりまして、これは指定管理者が行う業務の範囲、内

容、水準について定めるもので、そこの第４に、施設及び設備の維持管理業務、

そこの３番目に、設備、機器の初期性能、これを維持するということが書かれて

おります。 

   それの４番目に、設備機器の運転。電力、用水、ガスの需給を把握、環境に配

慮した適正な運転を行うとともに、光熱水量の削減に努めるよう心がけてくださ

いと。こういう具合に書かれているんです。そこらをしっかりとやっていただい

て、そこが自信持ってやっていますよと言うんであれば、頑張っていただきまし

ょうということなのですが、なかなかそこが、こと電機のことに関して言えば、

まだやれることはいっぱいあるんじゃないの、民間で本当にノウハウが生きてい

るんかどうかって言うと、甚だ疑問であります。到底、今この指定管理でやって

いる仕事、赤字事業であるということは分かっています。本当に費用対効果を含

めて、必要な事業なのか。町民の中では、やってほしいことも山のようにありま

す。１回立ち止まって、検討し直す勇気も必要かと思いますけども、いかがでし

ょうか。 

○議長（酒井圭治君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（江守直美君） 指定管理者のほうには、またそこのところを徹底し

て、また町のほうもいろいろなところで研究しながら進めていきたいと思います。 

   それと、やはり道の駅という施設ですけれども、こちらのほうはご存じのとお

り、ドライバーの休憩場というだけでなく、地域ならではの歴史文化、食の魅力

など、様々な情報を収集できる、町にとっては発信の拠点という位置づけでもご

ざいます。 

   それと、指定管理者のほうとしましては、地元農家にとって、県内外の方に地

域の農産物を買っていただくなど、生きがいや満足感にもつながっていると。 

   イベントなどの関わりでは、町をＰＲ発信することで、町に対する愛着、誇り

も生まれ、コミュニティの形成も促進されているというふうに聞いてございます。 

   そのように、やはり指定管理料とか、そういうところにあらわせない効果とい
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うところもございますので、そういうとこも含めますと、やはり道の駅という施

設が地域活性化にも寄与する、上志比にとっても必要となっている、地域住民の

方にも必要な施設ではないかというふうにも考えているところです。 

   でも、このようなご意見もございます。 

   今回の議会から、こういうご意見が出たということも真摯に受け止めまして、

町としても、今後努めてまいりますが、関係者で共有いたしまして、令和７年４

月からの５年間、次期指定管理には、しっかりそういうことも検証をしていきた

いというふうに考えておりますので、ご理解のほどお願いいたします。 

○議長（酒井圭治君） 清水憲一君。 

○８番（清水憲一君） ありがとうございました。 

   以上で、指定管理の件につきましては、終わります。 

   続きまして、また大きな問題になってしまって申し訳ないんですけども、環境

教育、これについて、お伺いします。 

   地球温暖化の影響でありますか、毎年ゲリラ豪雨、これもだんだん秋口、秋の

中頃までゲリラ豪雨が続いていると。線状降水帯も至るところで発生して、それ

の規模もだんだん大きくなっているという具合になっているのが今の地球環境、

日本におかれる状況であると認識しております。 

   そんな中、地球温暖化対策、ＣО２の削減、これらについて、あとは発展途上

国に対する支援ということで、つい最近までＣＯＰ２９、国連気候変動枠組み条

約ということですが、これがアゼルバイジャンと言ってもよく分かりませんが、

バク油田と言えば、社会の時間、中学校のとき習ったことあるな、聞いたことあ

るなという具合に思う方もおられるかと思いますけども、バクに置かれて、それ

が開催されました。 

   最終合意はされましたが、南北問題がクローズアップされた会議でありました。

会議中、開催中、太平洋の島国でありますツバルという国が早く解決してほしい

と、海抜４．６メートルの国らしいです。もうこのままでは国が滅びると、水没

するという具合にして、助けてほしいということを演説されていました。 

   しかしながら、結局、大人たちにとっては、国を背負っている大人たちにとっ

ては、もう経済最優先でありまして、本当にね、地球温暖化に歯止めをかけるよ

うな案を得ることはできなかったように思われます。 

   ということで、鑑みますと、私はやはりこれにストップをかけることができる

のは、今の未来を生きる若者たちであろうと思います。 



 

－５１－ 

   そこで、小・中学生に対して、どのような環境教育をされているのか、教えて

いただきたいですが、お願いします。 

○議長（酒井圭治君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（山口健二君） ご質問について、お答えいたします。 

   学校教育では、地球温暖化、また再生エネルギーについて学んでおりますし、

また節電やリサイクルなどについても実践しております。 

   学校の取組について、１例申し上げたいと思います。 

   松岡小学校では、ペットボトルの回収とかアルミ缶の常時回収とか、そういう

ことを行っています。吉野小学校でも同じように、地区が主体になっております

が、アルミ缶の常時回収。御陵小学校ですと、学校林での枝打ちの見学とか、植

樹の体験、また同じくペットボトルの回収を行っております。志比南小学校です

と、給食に出る牛乳のパックがあるんですが、それを一つ一つ洗って、また乾燥

させて、はさみで切って形整えてっていうことで、回収業者に届けたりっていう

ことも行っていますし、また同じようにペットボトルとかアルミ缶の常時回収な

ども行っております。志比小学校ですと、森林の枝打ちの作業体験とか、リサイ

クルセンターの見学とか、同じくアルミ缶の常時回収。上志比小学校でも、同じ

くアルミ缶の常時回収などを行って、こういった取組を行いながら、子供たちは

温暖化の問題に触れていると思っております。 

   また、小学校の授業ですと、当然、理科で天気とか気候とか地球温暖化とかご

みの問題、生き物について学んだりとか、家庭科とか社会科では、生活や環境を

通じて、持続可能な社会について学んだりしております。 

   中学校につきましては、社会の授業で３Ｒ運動とか、地球温暖化、持続可能な

社会について。 

   また、理科では食物連鎖、絶滅危惧種、環境保全、地球温暖化について、学ん

でおります。 

   また、英語につきましても、絶滅危惧種とか地球温暖化のテーマを扱うなど、

多くの教科で環境について学んでおります。 

   そのほかですと、ふだんの学校生活についても、節電とか水道の節約について

も、児童生徒に意識づけを行っているというふうに聞いております。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） 清水憲一君。 

○８番（清水憲一君） ありがとうございます。なかなか私らのいたころの自然と比
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べると、失われたものが既に多くありまして、生きた自然教育っていうのができ

ないのが何となく歯がゆいなと。例えば昔はもっと赤トンボは山の上飛んでたし、

もっと大きなオニヤンマだのシオカラトンボだの、もうチョウなんかもいっぱい

飛んでいたし、夏場だと、嫌いでした、こんなでかい蛾が飛び交っていたり、も

う自然そのものが人間づくりと言うか、子供の教育の現場だったような気がしま

す。そんな中で、なかなか本だけで教えていくっていうのは、厳しいなという具

合に思っています。何とかそこらあたりは工夫されて、環境教育、引き続きやっ

ていただきたいと思います。 

   そんな中でありますけども、新聞報道でありますけども、２０２４年１１月２

５日、福井商工会議所において、福井県環境エネルギー懇話会主催、福井県教育

委員会、福井市教育委員会後援による第２５回エネルギー環境教育セミナーが実

施されました。それが新聞記事になっていましたけど。 

   内容は、教育関係者を対象にしたセミナーで、児童生徒らがエネルギー環境問

題への考えを深めた実践事例を学んだとなっています。中身については、詳細は

分からないのですが、小学校４年の授業で、原発から出る高レベル放射性廃棄物

を国が地層処分に決めた理由を調べ、理解を深めたとなっています。これは私個

人の意見ですけども、まさに一番やってはいけないことをここでやっているとい

う具合に思っています。子供を利用して、国策に子供を使用したと言っても過言

ではない。これは以前にもお話ししましたが、原発クリアランス、これに高校生

のデザインを採用したり、国や県がやるにはいかがなものかなという具合に思っ

ております。そこらについて、教育長、何かあれば。 

○議長（酒井圭治君） 教育長。 

○教育長（竹内康高君） ありがとうございます。福井県環境エネルギー懇話会は、

基本的には教育関係者を、こう学習するような懇話会として、非常に私もこうい

う研修には何回か参加させていただきました。 

   今、議員おっしゃるとおり、中身については、本当に慎重にしなければいけな

い部分というのは、本当にあると思います。原子力のことなんかも。 

   ただ、教科書とか、そういったところでは、やはりこの負の部分であったり、

よいところであったり、メリット・デメリット、そういったところもしっかりと

学習指導要領のもとでは、やっておると考えております。 

   あと、先ほど課長のほうから、ちょっと答弁させていただいたところ、やはり

今、議員言われるような、もう自然体験が本当に少なくなって、これも私の中で
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は、この時代の変化かなというところもあります。 

   ただ最近、それが今の川に親しむとか、漁業だとか、前回も永平寺中学校の鮎

つかみ体験とか、実際にそういった、いろんなところで地域の方の力を借りなが

ら、そういったところでは、もう本当に自然に触れるというところ、またはそう

いった地元の環境を考えるという、そういう機会をたくさんいただいておりまし

て、そういったところでは、本当にこのふるさと教育、ふるさと学習を進めさせ

ていただいている部分で、教科書とか、そういった知識、理解をつけるとともに、

またこの地元のほうで、いろんなところで体験をさせていただきながら、またそ

れがまた今度は次の時代の課題を解決する力を養うという点では、非常にありが

たいなと考えております。 

   今後こういったいろんな研修は、先生方も研修、それから子供たちへの研修、

いろんな研修あるんです。 

   ただ、それがもう一方的な考えにならないように、多方面的に捉えながら、環

境エネルギー教育につきましては、進めていきたいと考えております。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） 清水憲一君。 

○８番（清水憲一君） ありがとうございます。今、教育長が言われたとおり、大事

なのは、そういう事実の積み上げ、これは、私は教育において、大事だと思いま

す。一方的な考えではなくて、いろんな多角的にものを見れるような人材を育て

ていってほしいと。私も学生時代、そういう疑うと言うと失礼な言い方かも分か

らんけど、そういう目を養いなさいというのを教えられた気がします。それをす

るには、それ以上のことを勉強しないと、疑うというとこにまでは至らないとい

うことで、なかなかこの環境教育においては、いろんなしがらみがありまして、

難しいと思いますけども、将来の永平寺を守ってくれる子供たちの育成でありま

すから、頑張って環境教育、それと普通の一般の教育、お願いいたします。 

   少しでも自然と接して、心豊かな優しい永平寺っ子を育てていってください。 

   以上で終わります。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） この質問、本当にいい質問って言うか、ありがたい質問だな

と思っています。 

   この質問出てきて、やっぱり考えさせられたのが、例えば地震が来たとき、実

は大人は何をしたらいいか分からないんですが、子供たちはすぐ机の下に入る。
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これはやっぱり学校で繰り返し繰り返し、避難訓練、命の大切さ、そういったこ

とを指導していただいていると言うか、訓練をしている成果だなと思っています。 

   ドイツ、物すごく環境に関心がある、ヨーロッパがそうなんですが、実は分別

の実地、家でこうしなさいよじゃなしに、学校でいろんな分別の物を置いて、こ

れはじゃあどこに捨てよう、これはどうしよう、これはどうしよう、これはどう

いうふうにリサイクルされるか、またリユースできるか。実はそれは日本で言う

防災訓練ぐらい、もう繰り返し繰り返しやっていることによって、実は子供たち

が家庭に行ったときに、このこれは分別間違えてるよ、こうなるんやよとか、こ

うしなければいけないよ。防災のときも机に入ったときに、大人たちが、自分ら

は何せなあかんか忘れてたなと一緒で、気づかせてくれるっていうのが実は大事

で、もちろんこういった環境、川に触れ合ったり、自然に触れ合ったりっていう

のも大事なんですが、そういうふうに繰り返し繰り返し将来につなげていくため

に大切なこと、これは教育委員会と学校がぜひ話し合っていただきたいなと思う

んですが、そういったことで、家庭に持って帰って、子供たちがしっかりする。

またその子供たちが大人になったときに、それがもう身についているということ

が、やっぱり大事だな。 

   分別とかリサイクルとか、考えるようになると、その先のこともやっぱり考え

るようになるだろうなというふうに思っていまして、改めて今回子供たちを利用

するとか、そういったのではなしに、子供たちに活躍していただく。そういった

環境づくりをしっかりしていきたいな、教育委員会と話をしていきたいなという

ふうに思いました。ありがとうございました。 

○議長（酒井圭治君） 暫時休憩します。 

   午後再開を１３時００分、１３時ちょうど、ジャストから再開したいと思いま

す。よろしいですか。ではよろしくお願いします。 

（午前１１時５６分 休憩） 

────────────── 

（午後 １時００分 再開） 

○議長（酒井圭治君） 休憩前に引き続き、再開します。 

   次に、３番、川崎君の質問を許します。 

   ３番、川崎君。 

○３番（川崎直文君） ３番、川崎直文です。 

   今回の一般質問、１問、地域づくり推進事業についてということで、お願いし
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ます。 

   この地域づくりということについては、ちょうど２年半前の令和４年６月に一

般質問で取り上げております。そのときの質問のタイトルは、まちづくり支援助

成事業の推進はというテーマです。いずれにしましても、まちづくり、地域づく

りということで、質問をさせてもらっています。 

   今回は、令和６年度、今年度の当初予算に計上されている地域づくり推進事業

の進捗ということで、確認をさせていただきます。 

   この地域づくり推進事業、主要事業のところに取り上げています。この事業の

目的を確認します。自治会、地域における住民相互による自発的な地域づくり活

動を支援し、持続可能な地域社会の形成を図るということで設定されております。 

   まず、最初の質問です。結びつきのある地区での振興会の設立の呼びかけを行

うと。令和５年度の決算でも、引き続き地区振興会の設立を促進すると。振興会

の設立と。これを今年度の予算にもしっかりとうたっているわけです。この対象

の地区、地域はどこなのかということ。 

   そして、設立、今年度に設立するのかということを確認します。 

   もう一つ、永平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦略、これのＫＰＩで、地区

振興協議会加入自治会の目標値を、この年度が最終年度ですけれども、２０２４

年に加入率６１％ということで、創生総合戦略の中でＫＰＩが設定されておりま

す。最終年度ということで、この加入率６１％の実績、これに対しての実績はど

のようになっているのかということを確認します。お願いします。 

○議長（酒井圭治君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（吉田正幸君） お答えいたします。現在、永平寺町内では、松岡地

区において、有志の方が中心となり、地区振興会設立に向けた働きかけを行って

おります。 

   町としましては、主導的に設立を進めることはございませんが、地域住民の自

主的な取組を尊重し、必要に応じて、説明会の開催やアドバイスなど、積極的に

支援していきたいと考えています。 

   設立の時期につきましては、次年度以降となる予定でございます。 

   また、総合戦略におけるＫＰＩで設定された地区振興協議会加入自治会の目標

値、２０２４年度加入率６１％に対しては、現時点では５８％となっております。

令和３年１２月議会での川崎議員からの一般質問時からの経過で申し上げますと、

令和５年７月に志比南振興連絡協議会が設立され、自治会の加入率も７集落増と
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なったことにより、５１％から７％となりました。 

   町におきましても、地区振興会をはじめとする自治組織が地域の中でより円滑、

かつ効率的に運営されるよう、必要に応じて、支援や協力を行うことが重要であ

ると考えております。 

   住民自治のさらなる推進と地域振興を目指し、地域住民の皆様と意見交換を実

施し、協力し合って取り組んでいきたいと考えております。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） 川崎君。 

○３番（川崎直文君） 振興会、現時点で６つの地区ということで、さらに松岡地区

で１つの団体が今、取組されているということですね。 

   それから、これずっと取り組んできているわけですけれども、永平寺町全体で、

この地区振興会という位置づけ、これからも設立を呼びかけて、最終的に町内で

振興会幾つあるのかという設定、あらゆる全ての地域に、地区に振興会というも

のを設定しているのか。数、それを教えていただきたいと思います。 

   この取組も、今後継続されるわけですから、まち・ひと・しごと創生総合戦略、

これ今改定中ですけれども、この創生総合戦略の中にも、先ほど申し上げました

最終の自治振興会の数を設定して、その中で、戦略の中でしっかりと位置づけし

ていくのかということも確認させていただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

○議長（酒井圭治君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（吉田正幸君） 地区振興会につきましては、各地区の集合体が設立

をしたいという自主的な動きで設立されるものだと思います。 

   それで、設立しなくても運営ができている地域等もあるのかなと思われますの

で、最終的に幾つを目指すかっていう数値目標的なものはございません。 

   ただ、今そのﾒｲとなるような活動を行っている地域もございますので、そちら

については、働きかけを行っていきたいと思っております。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 振興会を設立、今、本当に今回、志比南、上田議員中心にな

っていただいて、この前のフェスタも盛況に終えること、いいスタートができて、

来年センターを建てるに当たっても、よかったなって、本当に感謝しています。 

   ただ、この今いろんな振興会ずっとできてきまして、いろいろ関わらせていた

だいているんですが、それぞれの地域で、やっぱり目的とか活動が、ちょっと違
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ってきている。 

   それと、あともう一つ、最近特にちょっと感じているのは、町民の方、また区

の区長方から、もう仕事が多過ぎて、またなり手がいない中で、ちょっと新たな

そういう組織を考えてほしいという要望もいっぱい出てきております。 

   振興会、これずっと上志比で振興会ができて、もう十五、六年たっている。そ

の中で、また各地域で振興会をつくっていこうって、今、引き続きこれは行って

いきますが、振興会に求めているものが、非常にやっぱり社会が変わってきてい

るのかなというふうなふうにも感じておりまして、今年、越前市が人手不足を、

ちょっと区の皆さんとか集まっていただいて、代表者の方に集まっていただいて、

どういうふうなところが課題で、どういうふうに対処をしたらいいかっていうの

を今やっている。 

   永平寺町も来年度、これ生涯学習課にも指示して、ほかの課にもしているんで

すが、一度そういう携わっている皆さんに集まっていただいて、今どういったと

ころが人が集まらないのかとか、じゃあどういったところが、もう地域ではなり

立たなくなっているのかとか、そういった話をして、やってきて、ちょっと方向

性を定めていきたいなと思うのと、もう一つは、もう本当さっきちょっと申し上

げました、振興会それぞれいろんな活動をしていますので、振興会の皆さんで集

まる場をちょっとつくりたいな。まだない地域もあるんですが、志比北、南、上

志比、吉野、御陵。また今、秋浪漫をやっている団体で、地域の皆さんだったり、

そういった方々に個別で会うのではなしに、みんなで集まって、そこの地域はこ

ういうふうな取組をしているというのを共有をしていただいて、そしてどういう

ふうな、町が支援をしていかなければいけないかっていうのをお話をさせていた

だきたいなと思います。 

   一方、今、生涯学習課が振興会をどんとつくりましょうとか、やろうっていう

ふうな空気感を持って入っていくんですが、やっぱり地域によっては、そんなも

のは必要ない、今の自分らの集落だけで十分充実しているという意見もある中で、

じゃあどういうふうに、ひょっとしたら私たちはよその地域の振興会のイメージ

ばかりを持っていて、それをその地域に落とし込もうと、ひょっとしたらしてい

るのかもしれない中で、じゃあその地域はこういうふうな集まりで助け合える、

地域を助け合える協議会と言いますか、振興会ができればいいというふうになる

かもしれませんので、今回、次のまち・ひと・しごとの中では、そういったこと

をちょっと考えながらの、ひょっとしたら皆さんの意見を聞く場を何回設定しよ
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うとか、もう一度、振興会の必要、時代に合った振興会をどうやってやっていく

かということを１回ここで立ち止まらせていただきたいなというふうに思います。

もちろん今やっている振興会は引き続き、町と一緒にやっていきますが、地域課

題を解決するために、私たちは何をしなければいけないか。振興会の皆さんみん

なで、じゃあどういうふうに支え合わなければいけないかというのを一度、代表

の皆さんに集まっていただいて意見交換をする場をつくっていきたいなというふ

うに思っております。 

○議長（酒井圭治君） 川崎君。 

○３番（川崎直文君） 振興会という１つの・・であるんですけれども、そういう組

織。 

   要は、地域づくりという、そういう地域主体の組織、受皿、これが一番大事な

んですよね。 

   これは、行政として、やはり永平寺町の中で、受皿、形態がいろいろあります。

単独の地域でする組織もこれから出てくると思います。いずれにしても、地域づ

くりという事業を展開する組織を永平寺町にもれなく作るというのは、これは行

政の１つの大事な仕事なんですよね。そこのところをしっかりと今度の創生総合

戦略ですか、その中でも位置づけしていただきたいんですよね。あるべき姿とし

て、もれなくやるよと。 

   数的に、じゃあこういう組織になるよね、こういう組織になるよねっていう数

字目標みたいなものを、やはり設定しなきゃいけないと思うんですよね。ＫＰＩ

なんですよね。 

   そのところをしっかりと押さえていただきたいと思います。 

   地域にそういう動きがなければいいですよとかって、そういう話ではないんで

すよね、これは。そのところを一つよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 地域にそういった組織が求められているか、ないと行政とし

ては思っておりません。 

   時代に合った、そういった助け合いの組織、振興の場をつくっていかなければ

いけない中で、どういった人に登場していただくか。例えばある地域では区長が

毎年入っていただく。やる。ある地域では区長ではなしに、決まった役員がずっ

とやっていただく。 

   ただ、そういった役員がいる地域はいいんですが、いない地域もある。 
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   じゃあ、町としては、そういう役員と言いますか、引っ張っていっていただけ

る方をどういうふうに、やっていただく方を育てていくって言ったら、ちょっと

失礼な言い方かもしれないけど、をつくっていただく方がいるかっていうことを、

やっぱり積極的にやっていきたいと思います。 

   それがいろいろ地域によっては、公民館の皆さんが活発にやっていると、土地

改良のところが活発にやっているとこ、議員が活発に先導してやっている地域、

こういった地域もありますので、そういった先導していただける方をしっかりつ

くっていかなければいけないと思います。 

   ただ、組織を作るために、区長、地域から誰、皆さん何人か出てくださいとか、

そういったね、やっぱり地域の理解が最近はちょっと得られにくい、ちょっと状

況になってきているのかなっていうのも感じておりまして、そこも踏まえて、た

だ、これは私は感じているだけかもしれませんので、一度、私も含めて、皆さん

一緒のテーブルに乗って、今現状と課題、そしてもうおっしゃるとおり、地域振

興について、話合いができる場をつくっていきたいと思いますので、そういった

場の設定をＫＰＩに、ひょっとしたら何回以上、そういった場を持つとか、それ

に合わせて、この割合を上げていくとか、それはしっかり生涯学習課のほうから

も、まち・ひと・しごとの来年改定に向けて、いろんな形の指標を出すようなこ

とは、今、教育委員会も考えていると思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（酒井圭治君） 川崎君。 

○３番（川崎直文君） 次の創生総合戦略、今、町長からいただいた方向性でよろし

いですね。 

   質問は、ＫＰＩ、今設定されているＫＰＩをまた継続してやっていくのかとい

う質問ですけれども、もう一度確認します。 

   今、町長の答弁いただいた中に、そういう話合いの場を持つという、そっちの

ほうのＫＰＩに変えるということを、もう一度しっかり言うてください。 

○議長（酒井圭治君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（吉田正幸君） 意見交換会、地元の現場の意見を聞くということは、

１月、２月の中で考えておりまして、またこれ一度開催して、終わりということ

はないものですので、それを目標として、やっていきたいと思っております。 

○議長（酒井圭治君） 教育長。 

○教育長（竹内康高君） 地域の、この振興会だけじゃなくて、やはり今、先ほど午

前中にありました部活動の地域移行であるとか、いろんなところで、やはりこの
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地域っていうのは、本当に大事なところ。 

   それと、同時に今、人材育成。そういった面も含めまして、やっぱりこの、教

育長の立場で言いますと、本当に子供から大人までの全体的な地域振興というの

を本当に考えていかなければいけないなというふうに思っています。 

   それと、やはり町長先ほど言いましたけども、今、時代の流れの中で、いろい

ろこう私たちが子供、さっきの環境の問題でもそうですけども、私たちの子供の

頃とはまた全然違う。 

   それから、もう時代がどんどんどんどん変わっていく中で、何が今正解かって

いうのは、今、本当に皆さんのご意見を聞きながら、そして皆さんで一緒に行政

主導だけではなくて、いろいろね、お話をさせていただきながら、本当にこの永

平寺町の、この地域振興というものをぜひ考えていきたいなというふうに考えて

おります。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（清水智昭君） 今、デジタル田園都市構想戦略、策定をしておりま

す。 

   先ほどおっしゃられましたＫＰＩにつきましても、担当課とまたちょっと協議

をさせていただいて、計画の中にも盛り込めるように、また進めてまいりたいと

思います。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） 川崎君。 

○３番（川崎直文君） じゃあ、もうちょっとこう事前に通告しました通告書に戻り

ます。 

   地域づくり事業の中で、２つ目、地域づくり講座の開催というのがあります。

これの開催状況はどうなっているのかという、どういった講座、例えば人材育成

のための講座というものがこう、ありますよと。 

   それから、もう一つ、具体的な課題解決の講座、いろんなジャンルであります。

先ほど教育長言われたように、教育関係の課題もあるでしょう。そういった個別

の何か講座という、全国で事例の紹介を見ながら勉強していくといったことも大

事なんじゃないかなと思います。この地域づくり講座の開催ということで、質問

に戻ります。 

   この開催の状況は、どんなふうになっているのかということ。 
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   それから、今後あるべき、さっき申し上げましたような、いろんな講座という

のがあると思います。どういった方向で取り組んでいくのかということをお聞か

せください。 

○議長（酒井圭治君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（吉田正幸君） 地域づくり講座は、町民の地域づくりへの興味、関

心を引き出し、地域づくりの基礎知識の習得や他地域の取組事例を学ぶ目的で開

催しております。令和４年度では、仁愛女子短期大学教授の内山氏を講師に、こ

れからの地域活動のあり方の講演、令和５年度は福井市の東郷地区において、地

域づくりを実践されているｻｻｷ氏とｲﾄｳ氏を講師に迎え、地域活動への若者の参加

など、地域づくりの実践で開催しました。今年度も２月に町内の社会教育士や社

会教育に関心のある方を対象とした社会教育とは何か、地域とつながる学びの力

と題した講演会を予定しております。 

○議長（酒井圭治君） 川崎君。 

○３番（川崎直文君） こう一般的な講座、勉強会もいいんですけれども、先ほどか

ら出ています、いろんな地域でいろんな課題がありますよね。 

   具体的に、それを解決していくための、やっぱり先進地をこう見ていくという、

課題解決で地域の組織ができ上がる。一生懸命勉強しようねっていう、何かそう

いう流れで、具体的な勉強の場って言うんですか、研修の場を持っていただくと、

非常に皆さん参加してもらえるんじゃないかなと思います。これは現実、例えば

今、志比北で校舎の利活用というところ、一生懸命考えているんですけども、や

はり近くでそういう事例があれば、そこへ見に行くよということ、これ大事なん

じゃないかなと思います。地域づくりでやりましょう、そのための組織をつくり

ましょうっても、なかなかそれは作れないです。地域づくりってこういうんです

よとかっていう講座を開いても、なかなか人が集まってこないと思うんですよね。

やはりその地区、地域、地域で、このことが課題なんだよ、みんなで考えようね

っていう。その人たちで組織をつくっていくっていう、課題解決型のプロジェク

トチームですよね。一生懸命勉強していくという、何かそういう具体的な流れを

ぜひともこの勉強会、研修会の中に取り組んでいっていただけたらいいんじゃな

いかなと思います。１つ提言です。どうでしょうか。 

○議長（酒井圭治君） 教育長。 

○教育長（竹内康高君） 教育長になって思うことも、ちょっと含めながら、お話さ

せていただきますと、私が今、小学校と中学校でやっているふるさと教育がまさ
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にそうだなというふうに思います。何かって言いますと、実は小学校では、地域

を知ろうっていうのが、まず大きなねらいになっています。その地域を知ること

で、次じゃあ中学校ではっていうところで、そこで課題を解決しようとか、何か

を提言しようとか、そういったような流れを今、小・中学校では、ふるさと教育

っていう形でやっています。まさに今の議員のお話を聞いていますと、やはりこ

の永平寺町に何があるのか。それはすごく今、実はたくさん講座開いています。

ですよね。実際、今度の１４日にも、またﾐﾅﾐ先生のお話とか、いろんな公民館

の講座であるとか、それから県の公開講座とか、いろんなところで、この永平寺

町を知る機会というのは、たくさんあるなと。 

   ただ、それをやはり我々町民が、やっぱり少しでも聞く耳って言うんですかね、

そういうこと。例えば古墳、実は一昨年、僕ちょっと修学旅行で行ったときに、

ある地域の方で、この永平寺町のことを知っていらっしゃる方が、堺市のほうで

おられたんですよね。それは何かと言うと、古墳であったんですよ。永平寺町に

こんな古墳たくさんあるんですよねって。実は僕あれなんですが、知らない古墳

の名前も出てきまして、やはり外から見ると、やはりそういった、この宝ってい

うのがたくさん永平寺町にあると。それが今、小学生、中学生でそういったこと

を勉強しています。だからこれも実は大人も、私たち大人もそこをもう一度勉強

し直すと言うか、これは社会教育にもつながってくると思いますし、子供たちが

今やっていることが、僕たち、大人にも必要なのかなっていうふうに思います。

やはり昔の伝統とか、いろんなことがある。それが教わってきている方もいるし、

それを知らない世代っていうのもたくさんいるんだろうなと。だから今いろんな

ところ、今、教育委員会としてできることは、そういった公民館での講座である

とか、いろんな講座、ライブアカデミーとか、そういったところと、それから今

言った地域づくりの研修っていうものを、やはりこう、うまくミックスをさせて

いって、そういった地域振興につなげていくっていうのが１つの流れのような感

じをしていますので、またそれについては、またちょっと学校教育課も生涯学習

課も、またほかの課ともいろいろ連携を取りながら、考えていきたいと思います。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） 川崎君。 

○３番（川崎直文君） よろしくお願いします。 

   ちょっと質問の具体的なところに戻ります。 

   地域づくり事業の中で、今年度の予算のところで、具体的な事業が４つありま



 

－６３－ 

す。わがまち夢プラン育成支援事業。２つ目が伸びゆく永平寺町民運動推進事業。

３つ目が地域づくり応援事業補助金。そして４つ目が地区振興連絡協議会の支援

という、この４つです。 

   この４つについて、今年度どういった状況で、進捗状況、どのような状況にあ

るのかということ。 

   それから、どういった、この事業展開していく上で、どういった課題があるの

かというところもお示ししていただきたいと思います。 

   わがまち夢プラン育成支援事業は、先ほどから何回も出ています創生総合戦略

のＫＰＩに設定されております。わがまち夢プラン育成支援事業、申請の件数が

２０２４年で延べ２０件というＫＰＩです。これに対して、どういう実績である

のかということも併せて、お示し願いたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（酒井圭治君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（吉田正幸君） 予算の実施状況ですが、わがまち夢プラン育成支援

事業につきましては、申請が２件、４０万円支出見込みで、予算は４件の８０万

円。 

   伸びゆく永平寺町民運動推進事業につきましては、Ａプラン申請１件、８万円

支出見込み、予算が３件で、２４万円。Ｂプランが申請５件、１５万円支出見込

みで、予算が１０件で３０万円。 

   地域づくり応援事業につきましては、申請１件、４０万円支出済み、予算が２

件で１４０万円。 

   地区振興連絡協議会につきましては、５地区、４０万円支出済みで、予算は６

地区、４８万円でございます。 

   第２期永平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦略のＫＰＩ、わがまち夢プラン

育成支援事業申請件数、２０２４年度末、延べ２０件の実績は、１２件となって

おります。 

○議長（酒井圭治君） 川崎君。 

○３番（川崎直文君） 実績数はいいんですけども、それが予算に対して、どういう

状況であるのかということ。 

   それから、ＫＰＩも目的の２０件が１２件ですか。これでしたと言うんでは、

ちょっと何のための一般質問か分かりませんので、そこに課題があるわけですよ

ね。その課題は何なのかと。未達になったいろんなことは何なのかという、ここ

をしっかりと押さえてください。 
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   そして、次年度の予算にも反映しなきゃいけないですし、今大事な時期ですよ

ね、創生総合戦略、見直しかけているわけですから、同じような設定をせずに、

課題をしっかり解決して、次はこういうＫＰＩを設定するんだという作業に入ら

なきゃいけないんですよね。 

   そういう観点から、数値は今報告いただきましたけれども、未達になる数値に

ついては、一体何が課題なのか。課題をはっきりして、それをしっかりと次の戦

略にも展開する、来年の予算にも展開するというところをしっかりと押さえてい

きたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（酒井圭治君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（吉田正幸君） 質問４のところに、実施に当たっての課題について、

触れられておりますので、そちらと共通の回答になりますが、４つの事業に通じ

て言える課題は、各集落で行ってきた事業が新型コロナにより、一時休止したこ

とが主な要因と考えています。地域活性化を考えている地域、団体は少なからず

あると思われますが、具体化するノウハウがないのではないかと感じています。

補助活用事例集の作成や相談窓口を設置する体制を整えていきたいと思います。 

○議長（酒井圭治君） 川崎君。 

○３番（川崎直文君） 質問の中で、ちょっと私がサンプルで出したそのものを何か

こう言われたみたいですけども、その中で、特にこの点が大事だっていうのは、

どう捉えています。ノウハウがない、ちょっとコロナは、ちょっと別の要因で解

決しましたけれどもね。ノウハウなのか、ノウハウって受皿と言うんかね、地域

の課題、この話を整理整頓しますけど、このいろんな事業を展開していく上で、

夢プラン、じゃあうちの地域でやろうといったときに、そういうノウハウがない

から、どうもその地域の受皿が十分整っていないから普及しないんだよというの

か、何かＰＲ不足なのか、周知していないのがちょっとあるよねとかって、そこ

ら辺、何かこう、つかんでおられますよね。それを言っていただきたいんです。

それを次につなげていかなきゃいけないんですよね。 

   各町民の方に、こういった事業ありますよとかっていうのは、十分行われてい

るのかなというのは、逆に提供側から見て、どう捉えているのかというところも

見たいと思います。どうなんですか、そこら辺。周知されています。 

○議長（酒井圭治君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（吉田正幸君） 各補助金につきましては、広報紙等で、こういうも

のがあるというのは、伝えてございます。 
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   ただ、それをこういうふうに使えばこういう事業ができますよとか、具体的な

事業の始め方、地区のこういう宝をこういうふうに利用すれば、こういうふうな

取組になりますよとか、そういうふうなものが欠けているなと思っております。 

   それで、今までいろんな地区がやってきました事例集を作成して、これでこう

いうことができるのかっていうようなものを皆さんに気づいていただければなと

思っております。 

  以上です。 

○議長（酒井圭治君） 川崎君。 

○３番（川崎直文君） 今お話されながら、私と一緒にうんってうなずいていたんで

すけども、せっかくですからね、身近な事例を、何かこう、そういう何か冊子を

作って、何かこう皆さんに紹介して、こんなんやっとるんやったらうちの地区で

もできるよねとかって、そういうのが大事じゃないかなと思います。こういうこ

とをやろうとしたら、こういう補助があるんだよねっていう、そこら辺がなかな

か皆さんに周知できていないんじゃないかなと思いますんで、今の提案、ちょっ

とお金のかかる話ですけれども、いろんなデータ、ホームページでもいいですか

ら、どんどん出してもらったら、皆さんに届くんじゃないかなと思います。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） あと、やっぱりこれ利用していただいた方の感想と言います

か、これもやっぱり大事かなと思って、実はこれ３回連続したら、もう使えない

っていうふうになっていまして、３回活発に使っていただくんですけども、その

後、もうなくなったからやめてしまうとか、そういった事例もありますし、これ

はやっぱりしっかり伝えていかないといけないのは、地区の歴史を作る。そうい

ったのは、これは積極的に使っていただくのは、やっぱりこれ知られていないか

ら駄目だなという、知られていないから利用されないのもあるのかなと思います。

やっぱりＫＰＩを設定している以上は、それに向かっていろんな施策で伝えて、

永住支援課、先ほどＫＰＩほぼクリアをしていますが、ここはちょっとあんまり

できていない、ここはやっぱりしっかり反省をして、ＫＰＩを達成、達成するの

が目的で、そこの先のことを考えた達成をやっぱりしっかりしていって、今の啓

発、また振り返り、また今のこの３０万円で２０万円、３分の２補助がいいのか、

またこれをもっと減らして、じゃあ４分３補助という枠をつくったらいいのか。

これは今までのいろんな分析をして、次のＫＰＩ、新しい事業としても、しっか

りやっていく。ＫＰＩに達成できなかったところは、やっぱりしっかり反省をし
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て、そこを次に生かしていきたいと思いますので、また引き続きのご指導をよろ

しくお願いします。 

○議長（酒井圭治君） 川崎君。 

○３番（川崎直文君） それと、先ほどからも何回か出ています、いろんな事業を地

域で展開していくと。これもうちでやってみようじゃないかということなんです

けども、ノウハウ、それからパワー的なところが、なかなか受皿、例えばどこそ

この振興連絡協議会でやろうとしたときに、それをどうこなしていくのか、スキ

ルの話、ノウハウですね。 

   それから、絶対的なパワーがないという、町長の話もありましたけども、みん

なそう思うんだけども、なかなか動きが取れないという、ここのところをしっか

りと人材育成、それから課題解決のプロジェクトチームを実際立ち上げていく。

そして実行する。フォローしていくという、このところをしっかりと進めていく

マネジャー、そういう人が各地域、組織に入っていただいて、引っ張っていくと

いう、この取組が必要なんじゃないかなと思います。 

   まとめるということですよね、まず地域の課題解決で、１つの集落でするのか、

幾つかの集落が集まって、地域でこう、やっていくのかというところはこう、ま

とめるっていう。そして事業を展開していくっていう、マネジャーの位置づけが

非常に重要だと思っています。 

   そういったところの支援を具体的にやっていただくと、地域としては、じゃあ

頑張ってやろうよねっていうことになるんじゃないかなと思います。地域プロジ

ェクトマネジャーですか、そういったような位置づけの人的な支援、それから国

レベルで見ますと、集落支援員とかっていう言葉も使っているんですけど、これ

はいろんな事業で、各国のところで、言葉遣いやっていますけども、いかに地域

づくりやっていく、地域の人も頑張るよ、行政からの支援ももらえるよと。そこ

にプロデュースしていく人も一緒に入ってやっていくということになりますと、

このどんどん実現性が高まるんじゃないかなと思います。そういった人材の育成

と同時に、当面そういうマネジャーを派遣してもらうというような仕組みも大事

なんじゃないかなと思います。このことについても、実は２年半前に、私申し上

げているんです。いま一度、また確認させていただきたいなと思います。どうで

しょうか。 

○議長（酒井圭治君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（吉田正幸君） 地域の人材育成と事業実施の地域組織の充実への人
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材派遣につきましては、まずは先に触れました地域住民との意見交換において、

住民の皆様の現場の声をお聞きし、地域の状況や要望を把握し、地域住民の主体

性を慎重した支援策を検討していきたいと考えています。 

   総務省の制度である集落支援員や地域プロジェクトマネジャーの活用も１つの

手段と考えております。 

   地域プロジェクトマネジャーは、地域の人材の育成もするという役割もござい

ますので、１つの手段かなとも思っております。 

○議長（酒井圭治君） 川崎君。 

○３番（川崎直文君） 今お話されたように、この人的な支援、育成していくという。

そして具体的な事業があるわけですから、それを一緒になって取り組んでいくと

いったようなところの事業もぜひとも来年度も展開していただきたいなと思いま

す。 

   町民が主体となって取り組むまちづくり計画、自治会と連携して、まちづくり

を進める地区振興連絡協議会の設立については、支援をしていくと。まちづくり

に対する町民の意識を高めるとともに、町民と行政相互の適切な役割分担と連携

を図りますということで、これ総合振興計画にもしっかりうたっておりますので、

その計画、方針に基づいて、具体的な事業の支援、そして人材育成、受皿の組織

をつくっていく。そこにプロデュースしていただく人を派遣するということで、

取り組んでいっていただきたいなと思います。よろしくお願いします。 

   これで、質問を終わります。 

○議長（酒井圭治君） 暫時休憩します。 

（午後 １時４４分 休憩） 

────────────── 

（午後 １時４４分 再開） 

○議長（酒井圭治君） 休憩前に引き続き、再開します。 

お諮りします。 

   ただいま一般質問の途中ですが、本日の会議はこの程度にとどめ、延会したい

と思います。 

   ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒井圭治君） 異議なしと認めます。 

   本日は、これをもって延会することに決定しました。 



 

－６８－ 

   本日は、これをもって延会します。 

   明日、１２月１０日は、午前９時より本会議を開催いたしますので、ご参集の

ほどよろしくお願いいたします。 

   本日は、どうもご苦労さまでした。 

（午後 １時４４分 延会） 


